
主な内容
あなたの声が聴きたい‥‥‥‥‥‥‥

環境生活課に総合サービス室が新設されました！‥

ファイターズ戦観戦チケットをプレゼント‥

「弟子屈２daysえこパスポート」‥‥‥‥

第38回児童生徒読書感想文コンクール‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「待ってたよ！」
５月27日の弟子屈市街地の桜の様子です。例年になく寒い日
が続き、桜の開花も遅れていましたが、ようやくほころんでく
れました。花と緑の美しい季節の始まりです。

受
け
継
が
れ
て
い
く
川
湯
ば
や
し
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広
報
・
広
聴
と
い
う
こ
と

第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
が
昨
年
３
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た

目
指
す
将
来
像

「
水
と
森
と
人
が
共
に
輝
き
、活
力
あ
ふ
れ
る
自
立
し
た
ま
ち
」

の
実
現
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

町
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
も
の

で
す
か
ら
、ま
ち
づ
く
り
は
行
政
だ
け
が
行
う
も
の
で
は
な
く

町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
不
可
欠
で
す

皆
さ
ん
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

欠
か
せ
な
い
の
が「
情
報
の
共
有
」

町
で
は
今
後
一
層
、広
報
と
広
聴
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す

あ
な
た
の

声
が

聴
き
た
い

皆さんがまちづくりに参加しやすくなるた

めには、行政との情報の共有が大切です。

情報の共有には、町からの行政情報の提供（情報

の発信）と、皆さんからの意見や声の収集（情報の

収集）という２つの側面があります。

2

広報
情報の発信

　必要な行政情報を的確に提供するとともに、まちづくりへの興味・関心を持っていただけるような広報を目指しています。【情報発信の手段】
広報てしかが
てしかが町 知って得する便利帳

（毎年４月の広報紙に折り込み）
町勢要覧

町のホームページ
�説明会（新規事業実施時・計画策定時な
ど必要に応じて）　　　　　　　など

広聴
情報の収集

　まちづくりに対する意見を聴くことは、皆さんのまちづくりへの参画という観点から欠かせないものです。皆さんの意見を行政運営に反映させ、多様化するニーズに応えていく必要があります。
【情報収集の手段】
電話やメール、来庁によるご意見
タウンメール（年２回・広報紙に折り込み）
懇談会・アンケート・会議
　（いずれも必要に応じて）

など

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

　
ま
ち
づ
く
り
や
町
政
に
対
し
て
、

意
見
や
要
望
、
質
問
な
ど
が
あ
る

…
。そ
ん
な
と
き
、
皆
さ
ん
は
ど
う

し
ま
す
か
。

　
今
月
の
広
報
紙
に
は
「
タ
ウ
ン

メ
ー
ル
」が
折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
意
見
や
要
望
な
ど
を

記
入
し
、
の
り
付
け
を
し
て
ポ
ス

ト
に
投
函
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で

す
。（
切
手
は
不
要
で
す
）

　
寄
せ
ら
れ
た
声
に
対
し
て
は
、必

ず
回
答
を
お
出
し
し
ま
す
。
確
実

に
回
答
が
で
き
る
よ
う
、お
名
前
は

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。内
容
に
よ

っ
て
は
、
広
報
紙
面
で
も
内
容
と

回
答
を
紹
介
し
ま
す
。（
広
報
紙
で

は
、
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

方
の
お
名
前
は
公
表
し
ま
せ
ん
）

　
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
は
毎
年
６
月
と

12
月
の
広
報
紙
に
折
り
込
ま
れ
、

料
金
受
取
人
払
い
の
有
効
期
限（
切

手
を
貼
ら
ず
に
投
函
で
き
る
期
限
）

は
翌
年
の
３
月
31
日
で
す
。

　
あ
な
た
の
声
を
、
ぜ
ひ
聴
か
せ

て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
声
が
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

タウン
メール
の件数

平成24年度　14件

平成23年度　３件

平成22年度　２件
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ぜひご利用を！

口 座 振 替
で き る も の

町・道民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、住
宅使用料、保育料、介護保険料、上下水道使用料などです。

税目別納税通知書発送一覧

軽自動車税／４月発送済み

固定資産税／５月発送済み

町・道民税／６月上旬発送予定

国民健康保険税／６月中旬発送予定
申 し 込 み
手 続 き

取扱金融機関または役場税務課、川湯支所で預金通帳使
用の印鑑を持参し手続きをしてください。郵便貯金口座
での振り替えを利用される方は、申込書をご自分で郵便
局窓口に直接持参していただきます。

取扱金融機関 釧路信用金庫本支店、北洋銀行本支店、摩周湖農業協同組
合、各郵便局です。

❑税目別納期一覧
　主な町税の納期は次のとおりとなっています。納期限を守って納税しましょう！

税　　目

町 ・ 道 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税

国民健康保険税

４月
１期

５月

１期

６月

１期
１期

７月

２期

２期

８月

２期
３期

９月

３期

４期

10月

３期
５期

11月

４期

６期

12月

４期
７期

１月

８期

２月

９期
※納期限は各月の月末です。月末が休日の場合は翌日になります。
※12月・２月の納期日は25日です。

問い合わせ先／役場税務課納税係
☎４８２‐２９１４（課直通）または☎４８２‐２１９１（内線２２４・２２５・２２６）

納税は便利な口座振替で!!

問い合わせ先／役場税務課課税係☎４８２‐２９１４（課直通）

平成25年10月から

住民税の年金からの引き落とし
（特別徴収制度）が始まります！

　広報てしかが５月号では特別徴収制度の概要をお知らせしましたが、今月は住民税引き落としの具体的な内容に

ついて説明します。

　住民税の特別徴収は、平成25年10月開始です。

　このため、平成25年度の住民税については、年税額の半分をこれまでどおり納付書、または口座振替で納めていた

だき、残り半分が10月～来年２月に支給される年金から３回に分けて特別徴収されます。

　平成26年度以降の住民税については、年税額全額が４月～翌年２月に支給される年金から６回に分けて特別徴収

されます。

これまでの納め方（年金所得のみ・年税額30,000円とした場合）

納付方法 納付書
月 ６月 ８月 10月 12月

税額 7,500円 7,500円 7,500円 7,500円
年税額を４回に分けて納付

平成25年度の納め方（年金所得のみ・年税額30,000円とした場合）

納付方法 納付書
月 ６月

税額 7,500円
年税額の半分を２回に分けて納付

８月
7,500円

10月
5,000円

12月
5,000円

平成26年２月
5,000円

特別徴収

年税額の半分を３回に分けて納付

平成26年度の納め方（年金所得のみ・年税額45,000円とした場合）

納付方法
月 ４月

税額 5,000円
平成26年２月と同じ額

特別徴収

年税額の残りを３回に分けて納付

６月
5,000円

８月
5,000円

10月
10,000円

12月
10,000円

２月
10,000円

　特別徴収される住民税は、年金所得から計算した住民税だけです。

　給与所得や事業所得など、年金以外の所得から計算した住民税については特別徴収されません。これらの所得があ

る場合は、年金からの特別徴収のほかに、納付書や口座振替、給与からの引き落としにより納めていただくことにな

ります。

65歳以上の
年金受給者で
住民税を

納めている方に
お知らせです

5

6月分以降の児童手当を
受けるには現況届が必要です

児童手当を受給されている方へ

　現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分以降の児童手当を引き続き受ける要件（児童の監督や保護、生計同

一関係など）を満たしているかどうかを確認するためのものです。

　現況届の提出がない場合には６月分以降、手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。

▼現況届に必要な書類

児童手当現況届

健康保険被保険者証の写し（国民年金・無年金の方は不要）

印鑑

今年の１月１日に本町に住民登録のなかった方／平成25年度所得（平成24年分）・扶養証明書

　※�配偶者を扶養していない方は配偶者分も必要となる場合があります。平成25年１月１日時点で住民票登録をし

ていた市区町村から取り寄せてください。

受給者と児童が別居している方

　○別居監護申立書

　○児童が町外に住民登録している場合は、その児童が属する世帯全員の住民票

現在登録している口座を変更したい方／通帳の写し。ただし、受給者の名義以外の口座に変更することはできません。

※必要に応じては、この他にも提出していただく書類があります。

▼提出場所

　役場福祉こども課児童福祉係・川湯支所（受付時間／土・日曜日、祝日を除く８時45分～17時30分）

　屈斜路支所（受付時間／毎週水曜日の９時～正午）

▼提出期限／６月28日㈮

問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）問い合わせ先／役場環境生活課総合サービス室町民係☎４８２‐２９３４（課直通）

環境生活課に総合サービス室が新設されました！
　４月の機構改革により、総合サービス室が新設されました。

　これまでは、町民課住民係で戸籍の届け出や住民登録、パスポートなどの申請・受け付け・交付を行っていました。

今後は環境生活課総合サービス室において、これらに加え総合案内や町民宿泊利用券、入居証明（車庫証明）などの申

請を受け付けます。

　総合サービス室は、役場１階中央、町民ホールの正面にあります。「この届け出はどこに出せばいいの？」「広報にこ

んな申請ができると書いてあったけど、課の場所が分からない」などといったときには、お気軽にお尋ねください。

　これまで同様、役場全体が総合案内という気持ちに立ち、来庁される皆さんに親切で丁寧な対応に努めていきます。

いろいろな申請が１つの窓口で
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摩周・屈斜路環境にやさしい観光交通

今年から「バス専用券」と
「町民限定パス」も登場！「弟子屈２ｄａｙｓえこパスポート」

　平成21年度から「弟子屈２daysえこパスポート」という名称で実証運行をしてきた摩周・屈斜路環境にやさしい観光

交通について、今年度も次のとおり実施します。

　弟子屈２daysえこパスポートには「環境にやさしい地域交通体系に向けた取り組みの推進」「滞在型観光を支える

町内２次交通の充実」「町民の皆さんの移動の足としての生活路線の維持・確保」といった３つの目的を軸に、地域公共

交通の活性化を図りたいという願いがこめられています。パスポートを利用すると、 ＪＲ釧網本線（川湯温泉駅～摩

周駅）普通・快速列車、期間中限定運行される２路線のバスとジャンボタクシー、既存の路線バスが２日間乗り放題

（乗り降り自由）になります。

　また、新たに期間限定バス（摩周湖バス・屈斜路バス）と期間限定ジャンボタクシー（摩周湖ジャンボ・パノラマジャン

ボ）専用の「バス専用券（摩周湖・屈斜路・パノラマえこパスポート）」と「町民パス（町民えこパスポート）」も、併せて発売し

ます。

▼実施期間／７月13日㈯～10月６日㈰の86日間

▼料金

弟子屈２daysえこパスポート（有効期間／発行した日から２日間）

　　大人1,800円（中学生以上）　子ども600円（小学生）

摩周湖・屈斜路・パノラマえこパスポート

　　　　　　　　（有効期間／発行した日から２～７日間（４種類））

　　①２日券／大人1,500円　子ども  500円

　　②３日券／大人2,000円　子ども  700円

　　③５日券／大人2,500円　子ども1,000円

　　④７日券／大人3,000円　子ども1,200円

町民えこパスポート（実施期間中（7/13～10/6）乗り放題）

　　大人3,000円　子ども1,500円

▼有効区間

弟子屈２daysえこパスポート

　 ▽鉄道／ＪＲ釧網本線・摩周駅～川湯温泉駅

　 ▽期間限定バス／〈摩周湖バス〉摩周駅～道の駅～摩周湖第１展望台（１日４便）

　　　　　　　　　〈屈斜路バス〉�川湯温泉駅～摩周湖第１展望台～川湯温泉駅～砂湯～屈斜路プリンスホテル～美

幌峠（１日４便）

　 ▽定期路線バス／通常運行している町内のバス路線

　 ▽期間限定ジャンボタクシー／〈摩周湖ジャンボ〉摩周湖第１展望台～摩周湖第３展望台（１日４便）

　　　　　　　　　　　　　　　〈パノラマジャンボ〉摩周駅～９○○草原～道の駅摩周温泉（１日１便）

摩周湖・屈斜路・パノラマえこパスポート／期間限定バス・期間限定ジャンボタクシー

町民えこパスポート／期間限定バス・期間限定ジャンボタクシー

▼発券窓口／ＪＲ摩周駅・ＪＲ川湯温泉駅内に設置する「えこパス・ステーション」

❑問い合わせ先／㈱ツーリズムてしかが☎４８３‐２１０１

※時刻表や、えこパスポートに関する特典などについては、後日あらためてお知らせします。

詳しい情報はホームページでご確認いただけます！
http://www.eco-passport.net/

問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）４８２‐２６９６

6

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
戦

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

　「2013北海道179市町村企画」により、本町にお住まいの方50組100人を、札幌ドーム

で開催される北海道日本ハムファイターズ戦に招待します。

　希望される方は、次の通り申し込みください。希望者多数の場合は、厳正な抽選に

より当選者を決定します。

　バスでの送迎も行いますので、希望される方は申し込みの際にご記入ください。

　（日帰り／役場出発：６時・役場到着：深夜１時）

▼観戦日／９月22日㈰　14時試合開始

▼申込方法

　①�役場での応募／環境生活課総合窓口・川湯支所に備え付けの応募用紙に必要事

項をご記入の上、申し込みください。

　②�はがきでの応募／「ファイターズ応援ツアー参加申込書」

　　と記載したはがきに、住所・氏名・年齢・電話番号・送迎

　　バス利用の有無・チケット必要枚数（２枚まで）を明記

　　し、切手を貼って、まちづくり政策課宛てに郵送して

　　ください。

▼申込締切日／６月19日㈬

　（はがきの場合は、６月19日の消印有効）

▼抽選結果／当選発表は観戦チケットの発送をもっ

　て代えさせていただきます　

❑送付・問い合わせ先

　〒088‐3292　弟子屈町役場

　　まちづくり政策課政策調整係

　　☎４８２‐２９１３（課直通）

※中学生以下の方の送迎バスのご利用

　には、保護者の同伴が必要です。

※�送迎バスをご利用にならない方

　は、ご自身で札幌ドームにお越し

　いただき、観戦後は現地解散と

　なります。（交通費や宿泊費などは、

　ご自身の負担となります）

組 人を
札幌ドームに
ご招待！
応援大使を
応援しよう！

弟子屈町応援大使・鶴岡慎也捕手
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第38回児童生徒
読書感想文コンクール

　児童生徒読書感想文コンクールに、多くの優秀な作品が寄せ
られました。
　先月に引き続き、最優秀作品を紹介します。

■
中
学
校
３
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

努
力
の
意
味

　
弟
子
屈
中
学
校
　
桐 

木
　
頼 

子 

さ
ん

　

私
は
天
才
に
憧
れ

ま
し
た
。私
は
こ
れ

と
い
っ
た
才
能
も
な

く
、運
動
も
中
の
下
、

音
楽
に
も
関
心
が
あ

ま
り
な
い
で
す
。で
も
勉
強
だ
け
は
努
力
と
気

合
で
楽
し
く
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。努
力
が
私

の
原
動
力
の
ひ
と
つ
で
し
た
。受
験
生
に
な
っ

た
今
、
私
は
色い

ろ

々い
ろ

な
人
の
学
力
を
見
て
、
努
力

だ
け
で
は
こ
れ
か
ら
勝
ち
上
が
れ
な
い
と
思

っ
て
き
ま
し
た
。努
力
の
量
な
ら
誰
に
も
負
け

な
い
自
信
が
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
厳
し
い
現

実
の
壁
で
し
た
。少
し
下
を
向
い
て
い
た
私
に

あ
る
本
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。『
武
士
道
シ

ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ン
。』真
っ
赤
な
表
紙
で
イ
ン
パ

ク
ト
が
強
烈
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

帯
に「
今
ま
で
に
な
か
っ
た
青
春
エ
ン
タ
メ
剣

道
小
説
」と
書
か
れ
て
い
て
、部
活
を
引
退
し
た

私
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
っ
て
購
入
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
本
の
主
人
公
、香
織
に
努
力
の
意

味
を
改あ

ら
た

め
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

香
織
は
全
中
準
優
勝
、道
場
の
一
番
弟
子
で

剣
道
の
エ
リ
ー
ト
で
し
た
。で
も
香
織
は
才
能

だ
け
で
は
な
く
、努
力
と
根
性
で
も
成
長
し
て

い
ま
し
た
。香
織
が
小
学
生
の
と
き
、
友
達
と

の
遊
び
も
断
り
剣
道
の
練
習
を
し
て
い
ま
し

た
。つ
ら
い
練
習
で
も「
つ
ら
い
」と
言
わ
ず
、努

力
で
強
い
剣
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。私
も
勉
強

や
部
活
が
厳
し
い
時
、父
に「
自
分
は
木
に
な
り

た
い
」と
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
木
は
つ
ら

い
こ
と
も
な
く
、道
に
立
っ
て
平
和
に
暮
ら
せ

る
か
ら
」と
言
っ
た
私
に
父
が「
そ
れ
は
違
う
」

と
言
い
ま
し
た
。「
確
か
に
木
は
つ
ら
い
こ
と

も
な
く
、立
っ
て
い
る
。で
も
楽
し
い
こ
と
、嬉う

れ

し
い
こ
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。つ
ら
い
こ
と
も

努
力
を
し
て
乗
り
越
え
た
ら
楽
し
さ
が
二
倍
、

三
倍
に
な
っ
て
待
っ
て
い
る
よ
。」と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。そ
の
時
を
思
い
出
し
た
瞬
間
、
涙

が
出
そ
う
な
く
ら
い
深
く
感
動
し
ま
し
た
。私

は
今
、香
織
の
途
中
の
段
階
に
い
る
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。香
織
と
比
べ
た
ら
私
は
ま
だ
ま
だ

で
す
。努
力
の
量
も
一
枚
以
上
上
手
で
つ
ら
い

こ
と
だ
け
で
な
く
、思
い
出
も
削
っ
て
い
ま
し

た
。で
も
自
分
も
努
力
を
し
た
。で
も
自
分
も

努
力
を
し
た
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
、努
力
な

し
で
は
得
ら
れ
な
い
気
持
ち
を
学
び
ま
し
た
。

　

私
が
今
、
一
番
苦
労
し
て
い
る
課
題
、「
ど
う

す
れ
ば
努
力
の
上
に
い
け
る
の
か
。」こ
の
課
題

に
香
織
は
こ
ん
な
言
葉
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。「
簡
単
だ
。今
ま
で
よ
り
練
習
す
れ
ば
い
い

こ
と
だ
。」こ
れ
は
香
織
が
後
輩
の
ど
う
す
れ
ば

強
い
敵
に
勝
て
る
の
か
と
い
う
質
問
に
答
え

た
言
葉
で
す
。「
今
ま
で
よ
り
・
・
・
」と
い
う
こ

と
は
前
の
自
分
を
越
え
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。

「
自
分
」と
の
闘
い
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。私

は
で
き
な
い
自
分
が
悔
し
く
て
、よ
く
親
に
あ

た
っ
た
り
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

周
り
の
環
境
が
悪
く
て
妹
に
あ
た
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。け
れ
ど
そ
れ
ら
は
自
分
の
責
任

で
し
た
。自
分
を
知
ら
な
い
ま
ま
難
題
に
ぶ
つ

か
っ
た
が
た
め
に
起
こ
っ
た
事
実
だ
っ
た
の

で
す
。そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
私
は
恥
ず
か

し
く
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
思
い
ま
し
た
。自

■
高
等
学
校
の
部
　
最
優
秀
賞

大
切
な
人
の
死
を
笑
顔
で
迎
え
る
に

は
…

　
弟
子
屈
高
校
２
年
　
金 

澤
　
春 

奈 

さ
ん

　
「
死
」に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ

氏
は「
た
と
え
人
生

の
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
不
幸
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、最
後
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
幸
せ
な
ら

ば
、
そ
の
人
の
人
生
は
幸
せ
な
も
の
に
変
わ

る
。」と
、い
う
言
葉
を
残
し
た
。

　

死
に
は「
つ
ら
い
」や「
苦
し
い
」な
ど
、否
定

的
な
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
つ
き
ま
と
う
。

　

実
際
に
そ
う
思
っ
て
い
る
人
が
多
く
、私
自

身
も
そ
の
う
ち
の
一
人
だ
。

　

理
想
で
は「
安
ら
か
に
眠
り
た
い
」や「
家
族

や
仲
間
に
看み

取と

ら
れ
た
い
」な
ど
が
あ
る
一
方

で
、こ
こ
最
近
で
は
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
と
い

っ
た
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
に
看
取
ら
れ
る
死
や

孤
独
死
が
増
え
て
い
る
の
が
現
実
だ
。

　

そ
ん
な
理
想
と
現
実
が
か
け
離
れ
て
い
る

現
在
の
世
の
中
で「
理
想
の
死
」や「
幸
せ
な
死
」

を
提
供
す
る
の
が「
な
ご
み
の
里
」で
あ
り
、「
看

取
り
師
」の
柴
田
久
美
子
さ
ん
だ
。

　

な
ご
み
の
里
は
島
根
県
の
沖
合
に
浮
か
ぶ

隠
岐
諸
島
の
最
南
端
知
夫
里
島
に
あ
り
、入
居

者
は
三
人
、様さ

ま

々ざ
ま

な
資
格
を
持
っ
た
正
規
職
員

と
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
加
え
、ス
タ
ッ
フ
は

十
人
を
超
え
る
。柴
田
さ
ん
は
な
ご
み
の
里
は

「
世
界
で
一
番
手
厚
く
、
行
き
届
い
た
介
護

だ
。」と
言
う
。

　

な
ご
み
の
里
に
は
、「
幸
せ
な
死
」や
あ
え
て

死
を
見
せ
る「
命
の
授
業
」が
あ
る
。

　

そ
し
て
、残
さ
れ
る
家
族
は「
見
守
る
勇
気
、

看
取
る
覚
悟
」や
看
取
る
こ
と
で
本
当
に
救
わ

れ
る
の
は
誰
な
の
か
を
気
づ
く
だ
ろ
う
。

　

芝
田
さ
ん
も
看
取
り
師
と
い
う
立
場
か
ら

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

　

幸
せ
な
死
は
、残
さ
れ
た
家
族
に
幸
せ
を
残

す
と
柴
田
さ
ん
は
言
う
。

　

同
時
に「
だ
れ
に
で
も
看
取
り
師
に
な
れ
る
。

大
切
な
の
は
気
持
ち
だ
。」と
言
っ
て
い
る
。

　

幸
せ
な
死
は
、自
分
の
満
足
い
く
ま
で
や
り

た
い
こ
と
を
や
り
、大
切
な
人
た
ち
に
囲
ま
れ

て
死
ぬ
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　

死
ぬ
の
は
自
分
で
、他
の
人
に
は
死
ぬ
時
の

痛
み
や
気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
し
、孤
独
な
も

の
で
し
か
な
い
。

　

大
切
な
人
を
失
う
こ
と
自
体
つ
ら
い
こ
と

な
の
に
そ
の
死
か
ら
本
当
に
幸
せ
は
生
ま
れ

て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

死
は
、代
々
受
け
継
い
で
き
た
命
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
次
世
代
に
受
け
渡
し
て
い
く
、命
の
リ

レ
ー
だ
と
柴
田
さ
ん
は
言
う
。

　

こ
う
考
え
る
と
、大
切
な
人
が
一
生
懸
命
生

き
、受
け
継
い
で
き
た
バ
ト
ン
を
次
は
自
分
が

代
わ
り
に
引
き
受
け
て
生
き
て
い
く
の
だ
と

思
う
。

　

死
は
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
で
は
な
く
、む
し
ろ

人
生
を
完
走
し
た
こ
と
へ
の
祝
福
に
変
わ
る

だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
そ
の
祝
福
が
死
か
ら
生
ま
れ
る
幸

せ
に
な
り
、
残
さ
れ
る
家
族
だ
け
で
な
く
、
亡

く
な
る
本
人
の
笑
顔
の
最
期
に
繋つ

な

が
る
。

　

看
取
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、時
間
で
も

急
速
に
発
達
し
て
い
く
医
療
技
術
で
も
な
い
。

家
族
だ
。故
人
に
対
す
る
家
族
の
想お

も

い
、
最
期

を
見
守
る
勇
気
と
覚
悟
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
本
当
に
救
わ
れ
る
の
は
誰

な
の
か
。き
っ
と
亡
く
な
っ
て
い
く
人
で
は
な

く
、残
さ
れ
る
家
族
で
は
な
い
か
。

　

目
の
前
で
後
悔
を
口
に
し
な
が
ら
旅
立
つ

よ
り
も
笑
顔
の
ま
ま
で
旅
立
つ
ほ
う
が
何
倍

も
す
っ
き
り
と
す
る
。

　

死
に
よ
っ
て
命
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る

人
た
ち
が
い
る
。

　

現
在
は
、死
の
シ
ョ
ッ
ク
を
避
け
る
た
め
に

子
ど
も
に
は
死
に
目
に
会
わ
せ
な
い
と
い
う

人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

実
際
に
私
も
、朝
起
き
た
ら
入
院
し
て
い
た

は
ず
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
居
間
で
寝
て
お
り
、

親
戚
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
が
周
り
を
囲

ん
で
い
た
。わ
け
が
わ
か
ら
な
い
私
に
お
ば
さ

ん
は
、「
良
か
っ
た
ね
、こ
れ
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
ず
っ
と
一
緒
に
い
れ
る
ん
だ
よ
。」と
言
っ
た
。

　

こ
の
言
葉
が
な
け
れ
ば
私
は
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
死
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。

　

入
院
ば
か
り
で
一
緒
に
遊
ん
だ
こ
と
も
な

か
っ
た
が
、こ
れ
か
ら
は
私
を
見
守
っ
て
く
れ

※�

生
徒
の
学
年
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
平

成
24
年
度
当
時
の
も
の
で
す
。

9 8

分
を
知
り
、自
分
に
合
っ
た
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

の
努
力
を

し
よ
う
と
。そ
れ
が「
自
分
」と
の
闘
い
で
必
要

な
武
器
な
の
で
す
。そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
ま

た
火
が
つ
き
ま
し
た
。そ
し
て
今
ま
で
の
自
分

を
見
直
し
た
と
き
、私
の
周
り
に
い
た
家
族
の

存
在
が
私
の
支
え
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
も

気
が
つ
き
ま
し
た
。今
ま
で
あ
た
っ
て
き
た
私

を
受
け
止
め
て
、見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
も
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。自

分
を
知
る
こ
と
で
わ
か
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
を
香
織
が
教
え
て
い
ま
し
た
。

　

香
織
が
私
に
一
番
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は

な
ん
な
の
か
。そ
れ
は
努
力
の
意
味
だ
と
思
い

ま
す
。努
力
で
は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
こ
で
諦
め
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
香
織
は
違
い
ま
し
た
。

本
の
中
で『
努
力
は
必
ず
実
る
』と
い
う
事
を
証

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。剣
道
と
い
う
私
と
違
っ

た
競
技
で
も
努
力
の
意
味
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。努
力
は
つ
ら
い
し
厳
し
い
で
す
。天
才

に
は
感
じ
る
こ
と
が
な
い
苦
痛
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
苦
痛
を
味
わ
っ
て
人
間
は
成
長
し
て
い

く
の
で
す
。ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、

一
瞬
の
た
め
に
四
年
も
の
歳
月
を
注
い
で
き

た
選
手
た
ち
が
い
ま
し
た
。悔
し
さ
を
バ
ネ
に

前
へ
、前
へ
進
む
人
が
私
に
は
天
才
よ
り
も
遥

か
に
か
っ
こ
よ
く
見
え
ま
し
た
。私
も
夢
を
叶か

な

え
る
た
め
に
、努
力
で
は
い
上
が
っ
て
い
き
た

い
で
す
。『
努
力
は
か
っ
こ
い
い
。』

　
　
書
名『
武
士
道
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誉
田
　
哲
也
　
著

（
寸
評
）
懸
命
に
努
力
す
る
こ
と
が
か
っ
こ
悪
い
と

錯
覚
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、桐
木
さ
ん
は
き

て
い
る
の
だ
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
思
い
こ
そ
、大
切
な
人
を
看
取
る
た
め

の
第
一
歩
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
書
名『
家
族
を
看
取
る

　
　
　
　
　
～
心
が
そ
ば
に
あ
れ
ば
い
い
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
森
　
康
弘
　
著

（
寸
評
）「
人
間
の
命
」と
い
う
非
常
に
重
い
テ
ー
マ
を

扱
っ
た
作
品
で
す
が
、読
後
感
が
前
向
き
、か
つ
、建

設
的
な
形
で
終
わ
っ
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し
い
で

す
。人
間
が
必
ず
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
期
の

と
き
を
高
校
生
ら
し
い
感
性
で
捉
え
、祖
母
の
死
と

い
う
実
体
験
を
交
え
な
が
ら
正
面
か
ら
向
き
あ
っ

た
姿
勢
も
大
い
に
立
派
で
す
。

　

今
後
に
向
け
て
、直
接
的
文
章
表
現
だ
け
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
方
法
を
使
う
と
、
よ
り
効
果

的
な
表
現
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

っ
ぱ
り
と「
努
力
は
か
っ
こ
い
い
」と
言
い
切
り
ま
し

た
。真
剣
に
何
か
と
向
き
合
う
こ
と
で
人
は
成
長
す

る
と
い
う
こ
と
を
桐
木
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
本
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、も
う
一
歩
進
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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　この制度は、日本の農業政策上重要な取り組みです。農業者の方に直接交付金を支払うことから、町民の皆さんの理解の下、
明確かつ合理的・客観的な基準により透明性を確保して実施しなければなりません。こうした観点から、集落の概要や実施状況
を今後も公表していきます。

問い合わせ先／役場農林課農政係☎４８２‐２９３６（課直通）

中山間地域等直接支払制度
　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
平

成
12
～
16
年
度
に
第
一
期
、
平
成
17
～
21

年
度
に
第
二
期
で
、
10
年
間
に
わ
た
り
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。国（
50
％
）、
北
海
道

（
25
％
）、町（
25
％
）が
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
率

で
農
業
者
の
方
な
ど
に
直
接
交
付
金
を

支
払
い
、
農
業
生
産
活
動
な
ど
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　

内
容
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　弟子屈集落の平成24年度の対象草地面積は77,183,340㎡で、交付金総額は115,775,010円（交付
単価1.5円／㎡）となっています。うち共同取組活動費に50,807,954円を配分し、農業者の耕作面
積に応じて支払う個人配分とで約50％ずつに分けて使用しました。

【実施した主な共同取組活動】
良質な粗飼料の生産と収量の向上を図るため、草地更新に対して助成。（29,578千円）
�地場産牛乳のＰＲおよび商品開発、町民還元牛乳の配布などを実施。（1,449千円）
�口

こう

蹄
てい

疫などの伝染病の侵入防止対策を実施。（840千円）
公共牧場の利用促進と牛の環境改善のため、施設整備などを実施。（9,433千円）
�農村景観整備のため、ヒマワリ畑の設置や施設花壇整備。（3,000千円）

弟 子 屈 町 の
24年度取組状況

　
「
中
山
間
地
域
等
」と
は
、
平
野
の
外
側
の

周
辺
部
か
ら
山
間
地
ま
で
の
こ
と
を
指
し

て
い
ま
す
。全
国
土
の
７
割
程
度
の
面
積
を

占
め
て
い
て
、
総
人
口
の
約
14
％
が
生
活
す

る
地
域
で
あ
り
、
弟
子
屈
町
も
こ
の
地
域
に

当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
額
、農
家
数
、農
地
面
積
で
は
、

全
国
の
約
４
割
を
占
め
、
日
本
の
農
業
・
農

村
の
中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

山
間
な
ど
の
農
業
・
農
村
が
有
す
る
水
源

か
ん
養
機
能
や
洪
水
防
止
機
能
な
ど
の
多

面
的
機
能
に
よ
っ
て
、
下
流
域
の
住
民
の
生

産
・
財
産
と
豊
か
な
暮
ら
し
が
守
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
地
域
は
高
齢
化
が
進

む
中
、
農
地
に
傾
斜
地
が
多
い
、
積
算
気
温

が
著
し
く
低
く
草
地
の
占
め
る
割
合
が
高

い
な
ど
、
平
地
に
比
べ
農
業
と
し
て
生
産
条

件
が
不
利
な
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
減
少
や

耕
作
放
棄
の
増
加
な
ど
に
よ
り
多
面
的
機

能
が
低
下
し
、
国
民
全
体
に
と
っ
て
大
き
な

経
済
的
損
失
が
生
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

地
域
で
適
切
な
農
業
生
産
活
動
が
継
続
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
農
業
の
生
産
条
件
に

関
す
る
不
利
を
補
正
す
る
た
め
の
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
多
面
的
機
能
の
確
保
を
図
る

た
め
の
制
度
で
す
。

　

本
町
は
、
積
算
気
温
が
２
千
３
０
０
℃
未

満
と
極
め
て
低
い
気
象
条
件
に
あ
り
、
草
地

が
耕
地
面
積
の
80
％
以
上
を
占
め
る
草
地

率
の
高
い
酪
農
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
活
動
は
、
集
落
協
定
に
基
づ

い
て
５
年
間
以
上
継
続
さ
れ
る
農
業
生
産

活
動
な
ど
に
加
え
、
多
面
的
機
能
を
増
進
す

る
活
動
と
し
て
、
集
落
が
実
態
に
合
っ
た
も

の
を
選
択
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
農
業
生
産
活
動
な
ど
と
多
面
的
機

能
を
増
進
す
る
活
動
を
合
わ
せ
て
共
同
取

組
活
動
と
い
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
農
業
生
産

活
動
な
ど
を
行
う
農
業
者
の
方
な
ど
の
間

で
、
対
象
と
す
る
農
地
の
範
囲
と
共
同
取
組

活
動
の
内
容
を
規
定
し
た
集
落
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
で
、
農
地
面
積
に
応
じ
て
交
付

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

交
付
金
は
共
同
取
組
活
動
に
充
て
る
ほ

か
、
協
定
参
加
者
の
農
地
面
積
に
応
じ
て
個

人
に
配
分
さ
れ
ま
す
が
、
交
付
金
の
お
お
む

ね
50
％
以
上
を
共
同
取
組
活
動
に
割
り
当

て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
趣
旨
の
実
現
の
た
め
に
は
、
個
々

の
農
家
の
取
り
組
み
以
上
に
、
集
団
に
よ
る

取
り
組
み
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
集
落

ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　

本
町
は
、
町
内
全
域
を
一
つ
の
集
落
と
し

て「
弟
子
屈
集
落
協
定
」を
締
結
し
、
平
成
24

年
度
は
１
４
５
戸
の
農
家
や
農
業
生
産
組

合
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
制
度
が
一
部
改
正

さ
れ
、
担
い
手
対
策
や
食
糧
自
給
率
向
上
に

向
け
た
農
業
生
産
を
維
持
す
る
た
め
の
対

策
が
組
み
込
ま
れ
、
本
町
で
は
地
場
産
牛
乳

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
対
策
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る「
担
い
手

の
高
齢
化
・
減
少
な
ど
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

の
荒
廃
防
止
」や「
良
好
な
農
村
景
観
形
成（
ヒ

マ
ワ
リ
畑
の
整
備
）」な
ど
を
継
続
し
つ
つ
、

新
対
策
に
よ
る
地
域
農
業
の
発
展
お
よ
び

地
域
経
済
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に

は
、地
域
小
・
中
学
校
と
連
携
し
、農
業
体
験
・

牧
場
見
学
会
な
ど
、
新
し
い
世
代
へ
の
農
業

教
育
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
関
係
者
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
っ
て
何
？

制
度
の
対
象
と
な
る
活
動

　ご存じですか？　
地域農業を守り育てる

平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

本
町
の
取
り
組
み

　

弟
子
屈
高
校（
大
泉
斉
校
長
）で
は
４
月
23
日
、

観
光
甲
子
園（
同
大
会
組
織
委
員
会
主
催
）の
本

選
出
場
を
目
指
し
、今
年
も
観
光
講
座
を
開
き

ま
し
た
。

　

観
光
甲
子
園
と
は
、高
校
生
が
自
ら『
地
域
の

光
』を
見
つ
け
出
し
、理
論
的
に
企
画
案
を
ま
と

め
た「
地
域
観
光
プ
ラ
ン
」を
競
い
合
う
全
国
大

会
で
す
。

　

総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ

た
講
座
は
、
３
年
生
55
人
が
受
講
。町
の
松
岡

観
光
商
工
課
長
と
同
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
山
田
桂
一
郎
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、町

の
概
要
と
経
済
情
勢
や
地
域
の
魅
力
再
発
見

に
つ
い
て
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

山
田
さ
ん
は「
地
域
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て

『
今
だ
け
、
こ
こ
だ
け
、
あ
な
た
だ
け
』と
い
う

非
日
常
と
異
日
常
の
２
つ
の
空
間
で
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
大
切
」と
ア
ド
バ
イ
ス
。地
元

を
好
き
で
、誇
り
に
思
う
心
で
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

４
月
30
日
に
は
、生
徒
た
ち
が

実
際
に
町
内
を
見
て
回
る
巡
検

（
現
地
研
修
）を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
７
日
は
特
産
品
講
座
。摩

周
湖
農
協
の
豊
島
参
事
が「
町
の

農
業
の
概
要
と
特
産
品
」と
題
し

て
講
義
を
行
っ
た
ほ
か
、地
元
原

料
で
開
発
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
に
つ
い
て
説
明
。「
商
品
開

発
成
功
の
カ
ギ
は『
ネ
ー
ミ
ン
グ

の
大
切
さ
や
研
究
心
を
持
っ
て

や
り
遂
げ
る
心
意
気
』」と
の
内
容

に
、受
講
し
た
全
員
が
納
得
し
て

い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
昨
年
同
様
、町
民
の

皆
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
も
行
う

予
定
で
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
観
光

商
工
課
☎
４
８
２
‐
２
９
４
０

（
課
直
通
）ま
で
。

弟
子
屈
高
校
で
観
光
講
座

①講義を行う弟子屈町まちづくりアドバイザーの山田桂一郎さん　②砂湯での巡検
③摩周湖農協の豊島参事による講義　④熱心に聴き入る生徒たち

①②

③④

地域の役に立ちたい社会貢献いろいろ

　クニオカ工業㈱（今

誠代表取締役）と㈱今

道東建設工業（同）の皆

さんが５月10日、川

湯の敷島みどり橋付

近で湯川排水路や河

川敷の清掃を行いま

した。

　地域の方や観光客

に喜んでほしいとク

ニオカ工業が2005年から毎年行っているもので、今年で９回

目。２社合同で行うのは３回目です。約20人が参加し、上流に

向かう班と下流に向かう班の２班に分かれ、約２キロメート

ルにわたってごみを拾い集めました。

11

　㈱佐藤建設工業（佐

藤洋司代表取締役）の

皆さんが５月18日、摩

周観光文化センター

のソフトボール場と

運動広場の整備を行

いました。

　例年この時期に行

っているもので、今年

で４回目。タイヤショ

ベルで表土をはがし、タイヤローラーで転圧したほか、ベンチ

の設置を行いました。

　㈱多田塗装工業（多

田征人代表取締役）の

皆さんが５月21日、屈

斜路湖砂湯の公共駐

車場のライン引きを

行いました。

　同社による社会貢

献活動は、屈斜路研

修センターや泉ふれ

あいセンター、林業

多目的センターの駐車場など数年前から行われています。今

回も、消えかけていた駐車場ラインを手際よく引き直してい

ました。

　明盛建設㈱（藤田利

道代表取締役）の皆さ

んが５月24日、別

川河川敷と道路沿い

などの清掃を行いま

した。

　社内安全大会の実

施に合わせて、毎年

行っているもので、

20年近くになります。

釧路建設管理部弟子屈出張所の皆さんも加わり約40人が、上

流へ向かうルートと下流に向かうルートの二手に分かれて、

火ばさみと袋を手にごみを拾い集めました。
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風
し
ん
の
患
者
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
過
去
５
年
間
で
は
最
も
多

く
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
３
月
末

時
点
で
既
に
昨
年
を
上
回
り
、
首
都

圏
だ
け
で
は
な
く
、
各
都
市
部
や
北

海
道
内
で
も
増
え
て
い
ま
す
。

風
し
ん
と
は

　

風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
飛
ま
つ
感
染

に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
、
潜
伏
期

間
は
２
～
３
週
間
で
す
。

　

軽
い
風
邪
症
状
で
始
ま
り
、
発
熱

や
発
疹
、
リ
ン
パ
節
腫し

ゅ

脹ち
ょ
う

な
ど
が
主

な
症
状
で
す
。発
疹
も
熱
も
約
３
日

間
で
治
る
の
で「
三
日
ば
し
か
」と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

合
併
症
と
し
て
は
、
関
節
痛
や
血

小
板
減
少
性
紫し

斑は
ん

病
、
脳
炎
な
ど
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
今
そ
ん
な
に
騒
が
れ

て
い
る
の
？

　

風
し
ん
は
主
に
子
ど
も
が
か
か

今月の保健師

林　結 花 さん

風
し
ん
に
ご
注
意
!!る

、
そ
れ
ほ
ど
怖
く
な
い
病
気
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
妊
婦
の
方
が
妊

娠
早
期
に
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に

「
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
」「
心
臓
に

奇
形
が
生
じ
る
」「
目
が
見
え
に
く
く

な
る
」な
ど
の
障
が
い（
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
）が
現
れ
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。そ
の
た
め
、風
し
ん
の
流
行

を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

ど
ん
な
人
に
注
意
が
必
要

な
の
？

　

昨
年
の
報
告
で
は
患
者
の
７
割
以

上
は
男
性
で
、
う
ち
20
代
か
ら
40
代

が
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、
昭
和
54
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
男
性
は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
に

加
え
、
昭
和
54
年
４
月
２
日
～
平
成

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
・
女

性
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
が
低
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
年
代
の
男
性
は

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
？

　

現
在
、
乳
幼
児
は
１
歳
と
５
歳
の

２
回
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
る
た

め
、
重
症
化
の
心
配
は
少
な
い
と
思

在
ざい

津
つ

　咲
さく

幸
ら

 ちゃん渡
わた

部
べ

　将
まさ

人
と

 ちゃん渡
わた

部
べ

　勇
はや

人
と

 ちゃん石
いし

井
い

　 驍
たける

 ちゃん

野菜をもぉ～っと食べましょう！
お手軽野菜料理レシピ

ウドとサヤエンドウのあえ物

【材料（２人分）】

ウド（根に近い部分）　　　　　20㎝（150ℊくらい）
サヤエンドウ　　　　　　　　100ℊ
カットワカメ　　　　　　　　５ｇ

（水で戻したもので50ℊ）
梅干し　　　　　　　　　　　２～３個
みりん　　　　　　　　　　　小さじ１くらい
しょうゆ　　　　　　　　　　少々

【作り方】

①�ウドは厚めに皮をむき、厚めの短冊切りにして、沸
騰したお湯でさっとゆでる。ゆで上がったら冷水で
冷まし、水気を切る。サヤエンドウはすじを取って
からさっとゆで、ザルに上げて冷ます。ワカメは水
で戻して食べやすく切る。
②�梅干しは種を取って包丁で細かくなるまでたたき、
みりんとしょうゆを混ぜてのばす。
③�ウドとサヤエンドウを②であえ、味がなじんできた
らワカメを加えてあえる。

豚ひき肉とセリのそぼろ炒め

【材料（２人分）】

セリ　　　　　　　　　　　　１束（100ℊくらい）
豚ひき肉　　　　　　　　　　100ℊ
油　　　　　　　　　　　　　大さじ1/2
みりん　　　　　　　　　　　大さじ１
しょうゆ　　　　　　　　　　大さじ１

【作り方】

①�セリは食べやすく２～３㎝くらいの長さに切る。
②�鍋に油を入れて熱し、豚ひき肉を入れて色が変わる
まで炒める。①を加えてしんなりするまで炒め、み
りんとしょうゆを入れる。全体に味がなじむまで炒
めたら火を消し、器に盛り付ける。

豚肉とセリの春巻き

【材料（10個分）】

豚もも薄切り肉　　　　　　　100ℊ
（なるべく脂の少ないもの）

　　酒　　　　　　　　　　　大さじ１
　　しょうゆ　　　　　　　　大さじ1/2
　　コショウ　　　　　　　　少々
　　でんぷん　　　　　　　　大さじ１くらい
セリ　　　　　　　　　　　　１束（100ℊくらい）
油　　　　　　　　　　　　　大さじ１
塩　　　　　　　　　　　　　少々
春巻きの皮　　　　　　　　　10枚
小麦粉　　　　　　　　　　　適量
揚げ油　　　　　　　　　　　適量

【作り方】

①�豚肉は細く切り、Aで下味を付ける。セリは２㎝く
らいの長さに切る。
②�鍋に油を入れて熱し、豚肉を入れて炒める。火が
通ったらセリを入れてさっと火を通す。塩で味を整
えて冷まし、10等分する。
③�春巻きの皮に②を載せてゆるめに巻き、巻き終わり
に水で溶いた小麦粉を塗って、しっかり閉じる。
④�中温の油（160℃くらい）で③をきつね色になるまで揚
げる。

フキの煮物

【材料（２人分）】

フキの水煮　　　　　　　　　150ℊ
小揚げ　　　　　　　　　　　１枚
だし汁　　　　　　　　　　　3/4カップ
砂糖・酒　　　　　　　　　　　各小さじ２
しょうゆ　　　　　　　　　　大さじ１弱

【作り方】

①�フキは食べやすい大きさに切る。小揚げは熱湯をか
けて油抜きしてから、一口大に切る。
②�鍋にだし汁と調味料を入れて火にかけ、沸騰したら
①を入れて煮含める。

　弟子屈でもいろいろな山菜が採れますが、今回はセリなどの山菜を使った料理を紹介します。

和
わ

田
だ

　玲
れ

衣
い

菜
な

 ちゃん水
みず

本
もと

　志
し

穂
ほ

 ちゃん

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

{Ａ

わ
れ
ま
す
が
、妊
娠
を
考
え
て
い
る
女
性

や
そ
の
家
族
の
方
は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す（
妊
娠
中
は
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
で
き
ま
せ
ん
）。

　

中
に
は
、子
ど
も
の
こ
ろ
に
か
か
っ
た

と
い
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

風
し
ん
は
症
状
だ
け
で
の
診
断
は
不
確

実
な
の
で
、ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し
た

記
録
が
な
け
れ
ば
、免
疫
が
低
く
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、風
し
ん
へ
の
免
疫
が
低
い
方
は

麻
し
ん
へ
の
免
疫
も
低
い
傾
向
が
あ
る

た
め
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
ワ

ク
チ
ン
は
、町
内
医
療
機
関
で
８
千
円
前

後
で
接
種
で
き
ま
す
の
で
、各
自
医
療
機

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

最
後
に

　

予
防
接
種
は
自
分
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、妊
婦
さ
ん
や
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん

を
守
る
た
め
に
も
大
切
で
す
。

　

本
町
で
は
、
就
学
前
の
麻
し
ん
・
風
し

ん
の
予
防
接
種
率
が
低
い
状
態
で
す
の

で
、来
年
就
学
予
定
の
お
子
さ
ん
が
い
る

方
は
、麻
し
ん
・
風
し
ん
の

ピ
ー
ク
で
あ
る
春
か
ら

夏
に
な
る
前
の
早
い
時

期
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推
進
課 

健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
５

（
課
直
通
）ま
で
。
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新 刊 案 内

あがらなくなるため
には考え方に『コツ』
がある。
「脳の処理能力」を高
めれば緊張に負けな
くなる！大事なとき
に限ってうまく話せ
ない人のために、メ
ディアで話題の精神
科医が伝授する、新
しい「あがり」克服法。
「こころ」も「からだ」も
ラクになる考え方の
コツ50を紹介。

「�
ま
た
次
の
春
へ
」

重
松　
　

清
／
著

「�

サ
ク
ラ　

秘
密
基
地
」

朱
川　

湊
人
／
著

「�

ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」

岡
野　

雄
一
／
著

「
一
流
の
男
の
た
し
な
み
」

山
﨑　

武
也
／
著

「�

な
ぜ
ゴ
ッ
ホ
は
貧
乏
で
、
ピ
カ
ソ
は
金
持
ち

だ
っ
た
の
か
？
」

山
口　

揚
平
／
著

「
今
夜
、流
れ
星
を
見
る
た
め
に
」

星
空
さ
ん
ぽ
編
集
部
／
著

「�

ア
マ
ゾ
ン
で
始
め
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」

イ
ン
サ
イ
ト
イ
メ
ー
ジ
／
著

「�

く
ま
モ
ン
の
秘
密
」

熊
本
県
庁
チ
ー
ム
く
ま
モ
ン
／
著

「�

北
海
道
７
日
間
２
万
５
５
０
０
円
の
旅　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
全
路
線
完
乗
記
」

南　
　

慶
一
／
著

「�

消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
マ
ー
カ
ー
で
描
く　

ガ

ー
リ
ー
イ
ラ
ス
ト
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」宇

野
佳
奈
子
／
編

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

西多　昌規／著

☆�

図
書
館
の
本
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
・
予
約
で
き
ま
す
！

　

町
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
資
料
を
探
す
」

か
ら
、
図
書
館
に
あ
る
本
を
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
で
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
登
録
い
た
だ

く
と
、
借
り
た
い
本
の
予
約
を
ご
自
身
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。貸
し
出
し
準
備
が
整
い
次

第
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

※�

予
約
本
の
取
り
置
き
期
間
は
、
連
絡
メ
ー
ル

の
送
信
日
翌
日
か
ら
６
開
館
日
で
す
。期
間

内
に
借
り
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ
ー
ビ
ス
の
登
録

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
を
用
意
の
上
、
図

書
館
窓
口
で
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

①
町
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド

②
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

③�

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
ど
ち
ら
で
も
可
）

※�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
個
人
専
用
の

ア
ド
レ
ス
を
お
奨
め
し
ま
す
。

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

人前であがらない技術

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）☎４８３‐４１００
６月は8:00～17:00開館（無休）

　

６
月
に
入
る

と
、
イ
ソ
ツ
ツ

ジ
の
開
花
情
報

を
求
め
る
問
い

合
わ
せ
が
多
く

な
り
ま
す
。イ

ソ
ツ
ツ
ジ
は
高

山
や
湿
原
、
海

岸
な
ど
に
生
育

す
る
植
物
で
す
。で
も
、
硫
黄
山
麓
に

広
が
る
つ
つ
じ
ヶ
原
は
標
高
１
７
０

㍍
ほ
ど
。し
か
も
火
山
灰
地
で
す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
１
０
０
㌶
に
も
及

ぶ
広
大
な

お
花
畑

は
、
自
生

地
と
し
て

日
本
一
の

規
模
を
誇

り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｃ

か
ら
硫
黄

～川湯の森から～

山
ま
で
の
約
２
・
７
㌔
㍍
の
間
に
は
自

然
探
勝
路
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
１

時
間
ほ
ど
の
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

初
め
は
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
や
ミ
ズ
ナ
ラ

の
森
。そ
こ
を
抜
け
る
と
目
の
前
が

急
に
開
け
、イ
ソ
ツ
ツ
ジ
。そ
し
て
終

点
近
く
に
な
る
と
、
現
れ
る
の
は
ハ

イ
マ
ツ
。こ
の
木
も
本
来
は
高
山
性

で
す
。こ
う
し
て
み
る
と
、わ
ず
か
な

距
離
の
間
に
フ
シ
ギ
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

さ
て「
つ
つ
じ
ヶ
原
自
然
探
勝
路
」

は
、も
う
１
カ
所
あ
り
ま
す
。こ
こ
に

は
フ
シ
ギ
を
解
き
明
か
す
ヒ
ン
ト
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ク
イ
ズ
に
挑

戦
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
進
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。つ
つ
じ
ヶ
原
の
１
年
を

追
っ
た
映
像
は
必
見
！
こ
ち
ら
は
天

候
も
全
く
関
係
の
な
い
探
勝
路
な
の

で
す
が
、
利
用
で
き
る
時
間
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ

る
も
の
で
…
。

町の花「イソツツジ」を２カ所の探勝路で！

館内探勝路ではタッチパネルのクイズに挑戦

自然ふれあい行事
　参加者募集中！

　阿寒国立公園の特別な自然環境

を実感してもらうための行事を開

催しています。解説を聞きながら歩

き、一層、理解を深めましょう。今回

は、つつじヶ原を歩きます。

▼期日／６月23日㈰

▼集合・解散場所／当センター

▼参加費／300円（保険代）

▼定員／15人（先着順）

※�申し込み・問い合わせは電話で受

け付けます。ホームページ（http://

www6.marimo.or.jp/k_emc/）もご覧

ください。
昨
年
の
行
事
の
様
子
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ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
に
は
、
昔
々
の
物

事
に
節
を
つ
け
て
語
り
継
ぐ
叙
事
詩

「
ユ
ー
カ
ラ（
ユ
カ
ラ
と
も
）」が
あ
り
ま
す
。

ユ
ー
カ
ラ
に
は
、
神
々
の
ユ
ー
カ
ラ
、
人

間
の
ユ
ー
カ
ラ
の
２
種
類
が
あ
る
と
さ

れ
、
短
い
も
の
か
ら
、
何
日
も
か
け
て
語

ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

更
科
は
コ
タ
ン
を
訪
ね
歩
き
、
ユ
ー

カ
ラ
を
録
音
や
ア
イ
ヌ
語
で
記
録
し
て

い
ま
し
た
。そ
れ
を
日
本
語
に
直
し
、
語

ら
れ
て
い
る
内
容
を
分
か
り
や
す
く
読

み
や
す
い
文
章
に
し
て『
ア
イ
ヌ
文
学
の

謎
』な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

岩
船
修
三
は
、１
９
０
８（
明
治
41
）年

に
函
館
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。長
じ
て

後
、
絵
画
を
志
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
。

帰
国
後
は
数
々
の
個
展
を
開
催
し
、
日

展
の
招
待
作
家
に
も
推
薦
さ
れ
て
い
ま

す
。１
９
７
２（
昭
和
47
）年
、
北
海
道
立

美
術
館
に「
ア
イ
ヌ
・
ユ
ー
カ
ラ
」（
30
号
）

が
収
蔵
さ
れ「
ア
イ
ヌ
・
ユ
ー
カ
ラ
画
集
」

を
発
刊
し
て
い
ま
す
。翌
１
９
７
３（
昭

和
48
）年
に
北
海
道
文
化
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
「
子
供
の
た
め
の
ユ
ー
カ
ラ
画
集
」に
は

「
蕗ふ

き

の
葉
の
下
の
小
さ
い
神
さ
ま
コ
ロ

ポ
ッ
ク
ル
」（
９
葉
）・「
一
番
偉
い
梟

ふ
く
ろ
うの
神

さ
ま
」（
７
葉
）・「
大
き
な
神
さ
ま
」（
７
葉
）・

「
宿
な
し
仔こ

熊ぐ
ま

」（
７
葉
）の
４
つ
の
題
名
の

作
品
を
収
め
て
い
ま
す
。岩
船
修
三
は
、

発
刊
の
こ
と
ば
の
な
か
で
、

　
�

ア
イ
ヌ
民
族
の
文
献
は
日
本
や
外
国
の
学

者
の
人
々
に
よ
っ
て
数
多
く
の
本
が
出
刊

さ
れ
て
い
ま
す
。絵
画
と
し
て
も
相
当
数

描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
風
俗

や
生
活
の
姿
を
描
い
た
も
の
が
多
い
…
。

　

�

ア
イ
ヌ
・
ユ
ー
カ
ラ
は
…
民
族
の
永
い
生

活
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
自
然
に

密
着
し
た
感
謝
や
畏
敬
や
自
然
の
力
に
対

す
る
怖
れ
か
ら
の
物
語
…
。

　

�

私
は
ユ
ー
カ
ラ
に
魅
せ
ら
れ
て
、
大
人
の

た
め
の
ユ
ー
カ
ラ
画
集
を
第
一
刊
と
し
て

発
行
…
。第
二
刊
は
子
供
の
た
め
の
ユ
ー

カ
ラ
画
集
を
描
き
ま
し
た
。
…
多
く
の
子

供
に
ユ
ー
カ
ラ
を
知
ら
せ
て
ア
イ
ヌ
民
族

の
こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
…
。

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
画
集
に
は
、
更
科
が
、
ユ
ー
カ
ラ

の
画
の
内
容
を
か
み
く
だ
い
て
詩
に
し

た
も
の
を
添
え
て
い
ま
す
。そ
の
中
の

一
つ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

  

「
蕗
の
葉
の
下
の
小
さ
い
神
さ
ま

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」か
ら

　

①

　
　

僕　

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル

　
　

チ
ビ
で
や
ん
ち
ゃ
で
い
た
ず
ら
坊
主

　
　

今
日
は
と
て
も
よ
い
天
気

　
　

だ
け
ど
ま
だ
ま
だ
ね
む
た
い
な

　
　

あ
く
び
が
で
る
ん
だ
ね
む
た
い
な

　
　

鼻
を
く
す
ぐ
る
え
ん
れ
い
草

　
　

や
か
ま
し
い
な
行ぎ

ょ
う

々ぎ
ょ
う

子し

　
　

※
行
々
子
…
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ（
鳥
）

岩船修三・画「子供のためのユーカラ画集」

●更科源藏資料紹介

第
98
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

蕗の葉の下の小さい神さま
コロポックル

※�おわびと訂正／広報てしかが５月号「原野紀行第97回」中、摩周観光文化センター
の完成年は1985（昭和60）年の誤りです。謹んでおわびし、訂正させていただきます。

宿なし仔熊

大きな神さま

一番偉い梟の神さま

画集の帙
ちつ

（文包み）
52㎝×40㎝
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仁
多
獅
子
舞
保
存
会（
狩
野
秀

喜
会
長
）で
は
、メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。や
る
気
の
あ
る
方
、

興
味
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
性
別
、

年
齢
、
地
域
を
問
い
ま
せ
ん
。特

に
踊
り
手
の
ほ
か
、
横
笛
や
太
鼓

も
大
歓
迎
で
す
！

▼�

活
動
内
容
／
獅
子
舞
を
弟
子

屈
神
社
に
奉
納
し
、
祭
典
行
事

に
参
加
し
ま
す
。

▼
会
費
／
年
額
１
千
８
０
０
円

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
社
会
教
育
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

　

農
林
課
・
公
民
館
連
携
講
座「
弟
子
屈
町

の
お
す
す
め
野
菜
づ
く
り
講
座
」が
４
月

25
日
、公
民
館
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
は
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
で
２

回
目
。33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
弟
子
屈
の
地
場
産
品
な
ど
に

つ
い
て
町
農
林
課
職
員
が
紹
介
。続
い

て
、
釧
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
前

田
雅
稔
調
整
係
長
か
ら
、
摩
周
そ
ば
の
生

産
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。メ
イ
ン
の
野
菜
づ
く

り
講
座
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー

の
高
橋
義
幸
主
査
か
ら
、
弟

子
屈
で
育
て
や
す
い
野
菜
や

土
作
り
な
ど
、育
て
方
の
基
礎

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

少
年
野
球
教
室「
て
し
か
が
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
」（
町
体
育
協
会
、町
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
主
催
）が
４
月
28
日
、

全
６
回
の
日
程
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
の
講
師
は
、
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
グ
ル

ー
プ
所
属
の
立
石
尚
行
氏
、
牧
谷
宇
佐
美

てしかがベースボールアカデミー開催

　

町
教
育
委
員
会
主
催
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り 

扱
い
説
明
会

と
心
肺
蘇
生

法
講
習
会
が 

５
月
21
日
、

弟
子
屈
消
防

署
の
協
力
に

よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

学
校
職
員
や

　

弟
子
屈
町
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

は
、団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
・
見
学
会
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（
団
体
名
・
代
表
者
・
活
動
場
所
）

▼�

弟
子
屈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
深
谷
博
明
）／

弟
子
屈
小
学
校
ほ
か

▼�

弟
子
屈
Ｒ
Ｃ（
朝
日
唯
行
）／
弟
子
屈
小

学
校

▼�

弟
子
屈
陸
上（
黒
萩
徳
樹
）／
弟
子
屈
中

学
校

▼�

摩
周
ジ
ャ
ガ
ー
ズ（
上
村
剛
志
）／
弟
子

屈
小
学
校

▼
弟
子
屈
剣
道（
中
川
勝
明
）／
修
武
館

▼�

奥
春
別（
佐
藤
俊
）／
奥
春
別
小
学
校
ほ

か

▼
摩
周
空
手
道（
南
但
雄
）／
修
武
館

▼�
弟
子
屈
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト（
髙
橋
伸

一
）／
町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
ほ
か

▼�

屈
斜
路
黒
ゆ
り（
東
出
清
和
）／
和
琴
小

学
校
ほ
か

▼�

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｕ（
川
堰
清
美
）／
川
湯
小

学
校
ほ
か

▼�

摩
周
サ
ッ
カ
ー（
浦
田
浩
二
）／
文
化
セ

ン
タ
ー
ほ
か

▼�

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｎ（
大

野
孝
喜
）／
昭
栄
小
学
校
ほ
か

▼�

弟
子
屈
吹
奏
楽（
松
井
恵
利
）／
弟
子
屈

小
学
校
ほ
か

▼�

バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
弟
子
屈
教
室（
堀
本

幸
子
）／
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▼�

弟
子
屈
卓
球（
木
暮
敏
男
）／
弟
子
屈
小

学
校

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
４
８（
課
直
通
）ま
で

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
で

人
命
救
助
を
学
ぶ

各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
員
、
福
祉
関
係
者
な
ど

28
人
が
参
加
。身
近
な
も
の
で
で
き
る
応

急
手
当
な
ど
、
万
が
一
に
備
え
た
人
命
救

助
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ 

大
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。貸
し
出

し
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
が
主
催
す

る
講
習
会
を
過
去
２
年
以
内
に
受
講
さ

れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

人形を使ってＡＥＤの操作を実践

藻
琴
山
登
山

▼�

日
時
／
７
月
６
日
㈯

　

８
時
公
民
館
前
出
発（
雨
天
中
止
）

▼
講
師
／
摩
周
山
岳
協
会　
　
　
　
　

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
30
人

※
小
学
生
の
方
は
保
護
者
同
伴

▼
参
加
料
／
無
料

▼�

持
ち
物
／
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
・
帽
子
・
タ
オ

ル
・
お
弁
当
・
飲
み
物

（
水
・
お
茶
）携
帯
食
・

敷
物
・
カ
ッ
パ（
必
ず
用
意
）

▼
申
込
締
切
日
／
６
月
26
日
㈬　
　
　

平
成
25
年
度
芸
術
鑑
賞
バ
ス
事
業

「
１
９
６
６
カ
ル
テ
ッ
ト
」

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ

ェ
ロ
・
ピ
ア
ノ
で
奏
で

る
ビ
ー
ト
ル
ズ
＆
ク

イ
ー
ン
ロ
ン
ド
ン
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
ス
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼�

日
時
／
７
月
11
日
㈭

　

�

開
場
18
時
30
分
・
開
演
19
時（
公
民
館
前

17
時
出
発
）

▼�

場
所
／
釧
路
市
民
文
化
会
館
・
小
ホ
ー

ル
▼
定
員
／
15
人

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
／
３
千
５
０
０
円

▼
申
込
締
切
日
／
６
月
17
日
㈪

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈

町
公
民
館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

　
「
健
康

な
生
活

を
送
ろ

う
！
」を

テ
ー
マ

に
、４
月

の
弟
子

屈
学
級

で
は
健
康
体
操
ふ
ま
ね
っ
と
を

行
い
ま
し
た
。

　

保
健
師
の
山
口
洋
子
さ
ん
を

は
じ
め
、
ふ
ま
ね
っ
と
サ
ポ
ー
タ

ー
の
方
々
の
指
導
に
よ
り
、
頭
を

使
い
な
が
ら
体
を
動
か
し
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
今
月
の
生
き
が
い
講
座　
　
　
　
　

�

弟
子
屈
・
川
湯
学
級
／「
あ
の
町
こ
の
町

を
訪
ね
て
」宿
泊
研
修（
網
走
・
知
床
方

面
）６
月
13
日
㈭
～
14
日
㈮
１
泊
２
日 

公
民
館
講
座
の
参
加
者
募
集
！

「生きがい講座」で学んでいます

ふまねっとに挑戦

公
民
館
ロ
ビ
ー
展

　

４
月
24
日

か
ら
５
月
21

日
ま
で
、
企

画
展「
て
し
か

が
・
小
さ
な

町
の
大
き
な

魅
力
」ロ
ビ
ー

展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

川
湯
周
辺

の
昆
虫
や
摩
周
湖
の
調
査
の
記
録
写

真
、弟
子
屈
に
咲
く
花
の
紹
介
、ア
イ
ヌ

仁多獅子舞に参加しませんか

工夫を凝らした内容で弟子屈の魅力を発信

※公民館のFAX番号が変わりました→４８２‐２３４３

家
庭
菜
園
の
基
礎
と

野
菜
づ
く
り
を
学
ぶ

　

５
月
15
日
に
、
弟
子
屈
町
郷
土
資
料
収

蔵
庫「
て
し
か
が
の
蔵
」周
辺
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
・
て
し
か
が
郷
土
研
究

会
を
中
心
に
、
弟
子
屈
町
商
工
会
青
年
部

や
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
、

湯
元
振
興
会
、

中
央
商
店
会
、

弟
子
屈
郵
便

局
な
ど
か
ら

30
人
以
上
が

参
加
。ご
み
や

枝
、落
ち
葉
な

ど
、50
袋
ほ
ど

を
拾
い
集
め

ま
し
た
。

協力し合ってごみを回収

文
化
に
つ
い
て
な
ど
、
川
湯
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
４
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
研
究
し
、
弟

子
屈
の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。

▼
６
月
の
ロ
ビ
ー
展　
　
　
　
　
　
　

�

雪
あ
か
り
の
森
実
行
委
員
会
写
真

展
／
６
月
９
日
㈰
ま
で
開
催
中

�

て
し
か
が
郷
土
研
究
会・公
民
館
連
携

ロ
ビ
ー
展「
弟
子
屈
町
の
う
つ
り
か
わ

り
」／
６
月
12
日
㈬
～
30
日
㈰
・
郷
土

資
料
収
蔵
庫「
て
し
か
が
の
蔵
」の
収
蔵

品
の
一
部
や
、懐
か
し
い
写
真
、ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

説明に聴き入る参加者

氏
、
市
川
卓
氏
。い
ず
れ
も
元
プ
ロ
野
球

選
手
で
す
。参
加
者
は
小
学
生
と
中
学
生

に
分
か
れ
、
ボ
ー
ル
の
投
げ
方
や
受
け

方
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
方
法
な
ど
の
ほ
か
、

ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
仕
方
や
歩
き

方
、
補
強
運
動
な
ど
、
基
本
的
な
動
作
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、講
師

に
よ
る
ピ
ッ

チ
ン
グ
や
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ

披
露
で
は
、そ

の
迫
力
に
、参

加
者
か
ら
歓

声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　

ア
カ
デ
ミ

ー
は
６
月
８

日
で
終
了
と

な
り
ま
す
。

プ
ロ
野
球
公
式
戦
観
戦

ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
公

式
戦
の
観
戦
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

▼�

対
戦
／
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
対
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

▼
期
日
／
８
月
18
日
㈰

▼
会
場
／
帯
広
の
森
野
球
場（
帯
広
市
）

▼
定
員
／
35
人

▼
入
場
料（
外
野
自
由
席
）


中
学
生
以
下　
　
　

６
０
０
円


高
校
生
以
上　

１
千
５
０
０
円

▼�

送
迎
バ
ス
／
公
民
館
前
７
時
出
発
・

公
民
館
前
到
着
21
時
こ
ろ

※�

観
戦
内
容
に
よ
り
、
出
発
時
間
・
到
着

時
間
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▼
申
込
締
切
日
／
６
月
25
日
㈫

※�

チ
ケ
ッ
ト
を
既
に
お
持
ち
の
方
は
、

送
迎
バ
ス
の
み
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

※�

悪
天
候
の
た
め
ゲ
ー
ム
が
中
止
の
場
合

は
、教
育
委
員
会
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

❑�

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

熱心に指導を受ける子どもたち（上）
元プロ野球選手からの熱い指導に見入る（下）
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本
町
と
標
茶
町
共
催

の「
第
10
回
イ
ー
ス
タ

ン
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ

ウ
」が
４
月
30
日
、弟
子

屈
町
家
畜
共
進
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
な
牛
を
表
彰
す

る
本
大
会
。当
初
４
月

28
日
に
行
わ
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
季
節
は
ず

れ
の
吹
雪
の
た
め
、
30

日
に
延
期
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
、
審
査
員
と
し

て
招
い
た
の
は
、
初
の

外
国
人
審
査
員
カ
ー

ル
・
ソ
ー
シ
エ
氏
。大
会

に
は
、弟
子
屈
・
標
茶
両

町
の
酪
農
家
16
戸
か
ら
60
頭
の
優
れ
た
牛

た
ち
が
集
ま
り
、終
始
、和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
牛
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼�

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
フ
ァ
イ
ン

デ
ー
ル　

ダ
ミ
ー　

Ｒ
Ｘ　

タ
イ
ソ
ン

（
標
茶
町
・
渋
谷
健
史
郎
さ
ん
）

▼�

Ｒ
・
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
ブ
ラ

イ
ト
ラ
ン
ド　

ロ
イ　

ル
ー
シ
ー　

Ｅ

Ｔ（
弟
子
屈
町
・
坪
井
泰
憲
さ
ん
）

▼�

シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
リ
ラ
フ
ァ
ー

ム　

Ｇ
Ｗ　

パ
フ
ュ
ー
ム　

Ｅ
Ｔ（
標

茶
町
・
熊
谷
牧
人
さ
ん
）

▼�

Ｒ
・
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
イ
ン
レ

ッ
ト　

グ
リ
ー
ン　

フ
ラ
ワ
ー（
弟
子

屈
町
・
江
上
和
彦
さ
ん
）　

　

本
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
鹿
児
島
県
日

置
市
か
ら
贈
ら
れ
た
繁
殖
用
肉
牛
の
引
き

渡
し
式
が
４
月
30
日
、
町
家
畜
共
進
会
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
の
は
、雌
牛
の「
か
ね
は
る
」。

昨
年
の
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
で
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
肉
牛（
和
牛
）

で
す
。生
産
農
家
の
久
保
吾
郎
さ
ん
と
宮

路
高
光
日
置
市
長
の
厚
意
で
導
入
が
実
現

し
ま
し
た
。優
良
血
統
の
導
入
で
、今
後
の

肉
牛
生
産
の
振
興
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　

町
と
同
氏
は
こ
れ
ま
で
も
、
畜
産
業
で

交
流
し
て
き
ま
し
た
。２
年
前
に
は
同
市

か
ら
、優
良
肉
牛
用
の
受
精
卵
を
購
入
、町

か
ら
は
同

市
に
乳
牛

を
送
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は

か
ね
は
る

か
ら
採
卵

を
行
い
、

受
精
卵
を

弟
子
屈
町

肉
牛
振
興

会（
鴨
志
田

光
栄
会
長
）

会
員
が
育

て
る
母
牛

に
受
胎
さ

せ
、
優
良

牛
の
繁
殖

を
目
指
し

ま
す
。

チャンピオン牛に期待
姉妹都市・鹿児島県日置市から繁殖用肉牛導入

優秀な牛を表彰
第10回イースタンスプリングショウ

入賞牛を囲んで

見事な姿を披露した「かねはる」

このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　摩周湖観光協会
（木暮敏男会長）で
は４月26日、摩周
湖第１展望台で
安全祈願祭を行
いました。

　昨年11月から冬季通行止めとなっていた、道道屈斜路摩
周湖畔線の同展望台から川湯までのルートが同日から開通
するのに合わせて行ったもので、德永町長や八幡町議会議
長など関係者約30人が出席。観光客の安全と、本町に多くの
観光客が訪れることを祈願しました。
　また、10時の開通を待っていたバスや自動車の観光客に
パンフレットなどを手渡し、本町の観光ＰＲを行いました。

観光客の安全と集客を祈願

観光協会が摩周湖安全祈願祭を開催
観
光
客
の
安
全
と
観
光
振
興
を
祈
願

４月26日

　川湯防火管理協
議会（小泉裕会長）
と川湯消防支署（菅
江泰大支署長）では
４月23日、川湯小
学校１年生に消火
器型の鉛筆削りと

消しゴムのセットを、川湯保育園児に救急車のお話の紙芝
居、消防車や火事の怖さのお話の絵本を贈りました。
　春の火災予防運動の一環で、子どもの火遊び防止が目的
です。「ひあそびはしません」と書かれたポケットティッシュ
も配布し、火の用心を呼び掛けました。児童・園児は喜びの歓
声を上げ「火遊びは絶対にしません」と全員で約束しました。

火遊びは絶対にしないでね

川湯防火管理協議会が子どもたちにプレゼント
児
童
に
啓
発
品
を
手
渡
す
小
泉
会
長（
右
）

　川湯エコミュージアムセン
ターでは、スタッフの解説を
受けながら周辺の森を散策す
る無料のガイドウオークを随
時開催しています。大型連休
中は、町内外から訪れた家族

連れなどが多数参加し、特殊な川湯の自然を満喫しました。
　アカエゾマツの森を歩いたり、倒木を見に行くなどのコ
ースがありますが、一番人気は森の中で湧き出す温泉を見
に行くプログラム。硫黄山の影響を受けている自然環境に
ついての説明を聞きながら、地表から湧き出る源泉と湯の
川を手で触ります。参加者の皆さんは、館内展示の見学に加
え、実際に歩くことで、より一層理解を深めていました。

川湯の森を歩いてみよう！

エコミュージアムセンターのガイドウオーク
地
表
に
湧
き
出
る
源
泉
に
興
味
津
々

４月27日～５月６日

４月23日

　川湯温泉
第１・第２・
第３・敷島町・
川湯みどり・
川湯駅前・跡
佐登各自治
会の皆さん
が４月25日、
川湯温泉市

街地と川湯駅前地区の清掃を行いました。
　観光シーズンの幕開けを前に地域をきれいにしたいと、
例年この時期に行っています。約260人が参加し、合計で軽
トラック21台分、3,790キロのごみを集めました。

自分たちの町をきれいに

川湯地区の皆さんが清掃活動
手
分
け
し
て
地
域
を
清
掃

４月25日

　釧路北部消防事務組合
川湯消防団（濱岡正次団長）
と川湯消防支署（菅江泰大
支署長）では４月26日、放
水訓練を行いました。
　職団員の放水技術の向

上と、行楽シーズンを迎え観光客にきれいな街並みを見て
もらいたいと、温泉街の道路清掃を兼ねて毎年行っていて、
今年は28人が参加。３月の国民栄誉賞受賞を機に命名され
た、故納谷幸喜氏の実家前の大鵬通りを中心に、雪解け後の
道路脇にたまった土や枯れ葉、ほこりなどをホースを巧み
に操り洗い流しました。職団員は訓練を通して、川湯温泉街
の「火の用心」と防災の誓いを新たにしていました。

放水技術の向上ときれいな街並みを目指して

川湯消防団川湯支署が道路で放水訓練
道
路
清
掃
を
兼
ね
て
放
水
訓
練

４月26日
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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　毎週土曜
日に行われ
ている読み
聞かせの会
「おはなし
はらっぱ」
のスペシャ

ル版が５月11日、図書館で開催されました。
　４月23日～５月12日のこども読書週間に合わせて、毎年
この時期に行われています。絵本の会「おはなしはらっぱ（笹
島久美代表）」の皆さんによる大型絵本などの読み聞かせのほ
か、翌日の母の日に向けてのスタンプカード作りも行われ、
集まった親子連れなどが楽しみました。

５月11日

スタンプカード作りなども楽しむ

おはなしはらっぱスペシャルを開催

　農業青年で組織す
る弟子屈町４Hクラ
ブ（吉田雄貴会長）の皆
さんが５月７日、９○
○草原に続く町道（
別平和線）のごみ拾い
を行いました。

　例年、この時期に行っています。当日は小雪が降る中、震
えながらの作業となりました。ゴールデンウィークは天候
不良だったため、例年より観光客が少なかったのか、ごみも
例年に比べて少なめ。それでも１時間半ほどかけて、空き缶
やペットボトルを中心に約10キロのごみを拾いました。

観光客が多く訪れる場所をきれいに

弟子屈町４Ｈクラブが町道でごみ拾い
手
分
け
し
て
丁
寧
に
ご
み
拾
い

指
ス
タ
ン
プ
で
カ
ー
ド
作
り

５月７日

　道の駅「摩周温
泉」では、館内でさ
まざまな企画展を
行っています。
　５月１日から
は、１階ギャラリ
ーで押し花さーく

る野の花の皆さんによる押し花作品展が、１階イベントコ
ーナーでは田澤淳子さんの写真展「言葉は風の中に…」、２階
では、香月さん、水月さん、寿月さん、正さんによる水墨画展
が行われています。いずれも６月30日㈰まで開催されてい
ますので、一度足を運んでみませんか。

多彩な展示を見てみませんか

道の駅摩周温泉で３つの企画展を開催中
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
中
の
押
し
花
作
品
展

　台湾新世紀文化芸術団
交流会IN弟子屈2013（訪
日観光客誘致実行委員会
主催）が５月25日、川湯観
光ホテルラピュタホール
で開催されました。
　親日家が多く、北海道

へ旅行する方も多いことで知られる台湾人の方と親睦を深
め、さらなる観光客誘致に役立てることが目的です。台湾の
14民族の伝統文化を伝える台湾新世紀文化芸術団の皆さん
が民族舞踊や踊りを、本町からは川湯ばやし保存会、聖月流
日本吟剣詩舞道会川湯支部、屈斜路古丹アイヌ文化保存会
の皆さんがそれぞれ伝統文化を披露し、交流しました。

５月25日

美しい民族文化に触れる

台湾新世紀文化芸術団との交流会

　町が指定した名木を巡るツア
ーが、５月23日に開催されました。
　名木は、地域の象徴とされて
いるものや歴史的価値があるも
の、景勝上優れているものなど
を2006年に指定。ツアーは2007
年から春と秋の年２回開催され、
春は桜を中心に行われています。
今回も根釧西部森林管理署との
共催で、釧路市などから28人が

参加。名木の選考委員長を務めた須田文男さんの説明を聞
きながら見学しました。今年は例年になく寒さが続き、桜の
開花はまだでしたが、名木の見事な姿に見入っていました。

ふるさとの良さを再認識

春のツアーで名木を観賞

　弟子屈・標茶自
然環境保全検討
会が５月24日、弟
子屈警察署（小林順
也署長）で行われま
した。

　同署管内には阿寒・釧路湿原の２つの国立公園を有するこ
とから、関係機関との連携を図り、環境保全を警察として支援
したいと初めて開催されたもの。役場や環境省など、弟子屈・
標茶両町の環境関連機関から20人が出席しました。これま
で同署で取り扱った自然環境事案について説明があったほ
か、不法投棄防止などについて意見交換も行われました。今
後も自然環境保全に向けて、情報の共有を図っていきます。

国立公園保全に一層の連携を

弟子屈警察署で自然環境保全検討会を開催
大
き
な
カ
ツ
ラ
の
木
を
見
上
げ
る
参
加
者

台
湾
の
華
や
か
な
民
族
舞
踊
を
披
露

５月23日

 　町内の小・中学生を対象と
した自然体験活動「もりのパ
レット探検隊！」（川湯エコミ
ュージアムセンター主催）が
今年度も始まりました。
　今年度のテーマは「火山と

歩く旅」。景色が移り変わる様子や、噴煙を上げる活火山を見
るなど、地域の自然を３回に分けて体感します。５月25日に
行われた第１回目には、小学生16人が参加。つつじヶ原自然
探勝路を通って硫黄山を経由し、青葉のトンネルを抜け、ＪＲ
川湯温泉駅までの約５キロを歩きました。硫黄山では噴煙を
浴びながら噴気孔の温度を測り、火山の力強さを観察。川湯温
泉街に戻り、足湯に浸かりながら火山の恵みを満喫しました。

火山の力強さを感じよう

小・中学生向け体験活動「もりのパレット探検隊」

５月25日

噴
気
孔
の
温
度
を
測
る
子
ど
も
た
ち

　高齢者向
け住宅ケア
ー・サポー
トまつやま
（川湯温泉
１）で５月19
日「こどもの
日会」が行わ

れました。
　会では、同施設で働くスタッフの子どもたちなどで結成
する「バンビズーズクラブ」の皆さんが「こいのぼり」「アブラ
ハムの子」ほか３曲の手遊び歌などを披露。入居者の皆さんと
触れ合いながら、楽しいひとときを過ごしました。

手遊び歌などで楽しいひととき

ケアー・サポートまつやまで「こどもの日会」
子
ど
も
た
ち
の
歌
に
聴
き
入
る
入
居
者
の
皆
さ
ん

環
境
保
全
に
向
け
て
連
携
を

５月24日

５月19日

　石川悟さん（75歳・仁多）が北海
道指導林家に認定されました。
認定証交付式は５月10日、役場
で行われ、釧路総合振興局の苗
加由治森林室長から石川さんに
認定証が手渡されました。

　指導林家とは、地域の模範となる林業生産を行うとともに、
後継者育成の指導に積極的にあたれる方を道知事が認定する
制度。今年度は道内25人、釧路管内で３人が認定され、全道で
の指導林家は288人となっています。石川さんは所有する森林
を適切に管理し、2010年度の町産業功労賞（林業の部）を受賞
しているほか、1994年から森林組合の理事を務め、組合員か
らの人望も厚いなどとして、今回の認定となりました。

５月10日

林業生産と後継者育成指導に期待

石川悟さんを北海道指導林家に認定
認
定
を
受
け
た
石
川
さ
ん（
中
央
）

　釧路北部消防事務組
合（組合長・德永町長）創
設40周年記念式典が５
月12日、摩周観光文化
センターで開催されま
した。

　式典には、消防職団員など関係者約200人が出席。観閲式
に引き続き、物故者への黙祷や組合活動に対し貢献のあっ
た方への感謝状贈呈などが行われました。
　同組合は、1973年４月１日に弟子屈・標茶の二町で創設。
2005年に鶴居村が加わり、現在の構成となりました。40周年
の節目に職団員は、消防使命への理解を深め、防火意識を新
たにしました。

消防使命をあらためて胸に

釧路北部消防事務組合が創設40周年
式
典
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
観
閲
式

５月12日

　釧路人権擁護委
員協議会主催の人
権教室が５月16日、
美留和小学校（梅津
和広校長）で開催さ
れました。

　道徳教育に力を入れている同校が同協議会に依頼したも
ので、同校では初めての開催。講師に東北海道子どもの人権
専門委員の石川征支朗さん、弟子屈町人権擁護委員の朝日
英明さん、小澤修子さん、小泉裕さんを迎えました。
　教材には、同協議会が作製した「人権かるた」を活用。児童
はかるた取りを楽しみながら、優しい心や思いやりの心の
大切さを学びました。

子どものうちから人権思想を身に付けて

美留和小学校で人権教室開催
全
児
童
７
人
で
か
る
た
取
り

５月16日 ５月１日～
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農
業
者
経
営
所
得
安
定

対
策
の
申
請
を

　

麦
や
テ
ン
サ
イ
な
ど
、
対
象
と
な

る
畑
作
物
を
作
付
け
し
た
販
売
農
家

の
所
得
を
補
償
す
る
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
が
、
平
成
25
年
産
か
ら

は「
農
業
者
経
営
所
得
安
定
対
策
」に

名
称
が
変
わ
り
、
交
付
申
請
が
４
月

１
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。申
請

手
続
き
に
は「
経
営
所
得
安
定
対
策
交

付
金
申
請
書
」「
経
営
所
得
安
定
対
策

の
交
付
金
に
係
る
営
農
計
画
書
」が
必

要
で
す
。交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

農
業
者
の
方
は
、
７
月
１
日
㈪
ま
で

に
交
付
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�
対
象
作
物
／
麦
・
大
豆
・
テ
ン
サ
イ
・

で
ん
ぷ
ん
原
料
用
バ
レ
イ
シ
ョ
・

ソ
バ
・
菜
種

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
農
林
課
農

政
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
６（
課
直

通
）ま
で
。

釧
路
児
童
相
談
所
巡
回

児
童
相
談
を
開
催

　

釧
路
児
童
相
談
所
に
よ
る
巡
回
児

童
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

巡
回
児
童
相
談
は
、
児
童
相
談
所

を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
の

児
童
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
助

言
や
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼�

日
時
／
７
月
９
日
㈫　

10
時
30
分

～
15
時
45
分

▼�

場
所
／
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
▼�

内
容
／
心
身
の
発
達
の
相
談
と
発

達
検
査
な
ど
。

▼�

申
し
込
み
／
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
の
で
、
６
月
25
日
㈫
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
こ

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
８

　

２
‐
３
０
９
３
ま
で
。

土
地
の
境
界
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

法
務
局
で
は
、
土
地
所
有
者
の
皆

さ
ん
か
ら
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

お
隣
の
土
地
と
の
境
界
が
分
か
ら

な
く
て
困
っ
て
い
る
、
測
量
し
た
境

界
の
位
置
に
納
得
し
て
も
ら
え
な
い

な
ど
、
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
は
認

識
の
違
い
か
ら
度
々
問
題
が
起
こ
り

ま
す
。法
務
局
で
は
、こ
う
い
っ
た
場

合
の
対
応
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
法
務
局

で
行
っ
て
い
る「
筆
界
特
定
制
度
」を

利
用
し
て
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。筆
界
特
定
制
度
は
、法
務
局
で

扱
っ
て
い
る
土
地
の
境
界（
筆
界
）の
、

現
地
で
の
位
置
を
特
定
す
る
制
度
で

す
。筆
界
特
定
制
度
は「
裁
判
よ
り
手

続
き
が
簡
単
」「
資
料
収
集
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
」な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま

す
。申
請
人
に
な
れ
る
の
は
、土
地
の

所
有
権
の
登
記
名
義
人（
登
記
上
の
所

有
者
）な
ど
で
す
。費
用
は
申
請
の
手

数
料
と
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
行
う

測
量
の
費
用
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。ま
た
、法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m

oj.go.jp/M
IN

JI/
m
inji104.htm

l

）も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
地
方
法
務

局
登
記
部
門
筆
界
特
定
室
☎
０
１

　

５
４

５
０
２
７
ま
で
。

洗
濯
機
で
の
け
が
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い

　

洗
濯
物
は
、洗
濯
・
脱
水
槽
が
完
全

に
止
ま
っ
て
か
ら
取
り
出
し
て
く
だ

さ
い
。完
全
に
止
ま
る
前
に
取
り
出

そ
う
と
す
る
と
、
衣
類
が
指
に
絡
ま

り
大
け
が（
時
に
は
指
を
切
断
）し
ま

す
。ゆ
っ
く
り
し
た
回
転
で
も
危
険

で
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
一
般
社
団
法
人

日
本
電
機
工
業
会
☎
０
３
‐
３
５

　

�

５
６
‐
５
８
８
７
ま
で
。URL htt

　

p://www.jema-net.or.jp/

休
日
公
証
相
談
を
行
い

ま
す

▼�

日
時
／
６
月
23
日
㈰　

10
時
～
16

時
▼�

場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路

市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森

ビ
ル
）

▼�

相
談
内
容
／
遺
言
、相
続
、任
意
後

見
、尊
厳
死
宣
言
、お
金
の
貸
し
借

り
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
な
ど
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼�

申
し
込
み
方
法
／
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
６
月
21
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
公

証
人
役
場
☎
０
１
５
４

１
３
６

　

５
ま
で
。

国
立
宮
古
海
上
技
術
短

大
の
学
生
を
募
集

　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

（
国
土
交
通
省
所
管
）で
は
、平
成
26
年

６月　アリーナ町民開放日

文化センターガイド

◎＝全面　　休＝休館日
（時間帯は18：00〜21：00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

釧路市立立北中学校宿泊研修（雨天時）

今月の主な行事予定
５・６日

８日
釧路市立鳥取中学校宿泊研修（雨天時）
野球教室（雨天時）

12・13日
釧路郡ブロック教職員体育大会14～16日

30日 釧路管内スポーツ推進委員研究集会
ＡＩＥ北海道合宿22～29日

21日 夜間リーグ大会

日

日
区 

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

18 20 21 22 24 25 26 27 28 29

木 金 火月日 木 金水月日 土

火日 水 木 土金 水 木 土金火月日 日月
19

区 

分
水土 土

16 17 23 30
休◎ ◎ 休

◎休◎休◎

火

度
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
に
は
海
技
資
格
の
特
典
が
付

与
さ
れ
、
海
運
界
や
関
連
産
業
を
中

心
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
資
格
や
試
験
日
程
な
ど
詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま

た
、
次
の
日
程
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
期
日


見
学
型
／
６
月
15
日
㈯

�

体
験
型
／
７
月
６
日
㈯
・
７
月
27

日
㈯
・
９
月
７
日
㈯

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
国
立
宮
古
海
上

技
術
短
期
大
学
校（
岩
手
県
宮
古

市
磯
鶏
２
‐
５
‐
10
）教
務
課
☎
０

　

１
９
３

５
３
１
６
ま
で
。

５月13日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

 

�今月の休館日
　（�３、４、８、９、
　　　10、11、15、16、
　　　17、18、24、25日）

10時〜17時（水・木・金・土・日）

休館日 開館時間

利用料

�小・中・高校生／無料

一般／520円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

６月

初心者水泳教室（一般成人）

　◇日時／２、23、30日　　　　　　　 14時〜14時45分

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／⑤、７、⑫、14、⑲、21、、28日

14時〜14時45分

　　　※○は送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／①、⑥、13、⑳、、、日

14時〜14時45分

　　　※○は送迎バスあり（13時10分　公民館前発

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／５、12、19、26日　　　 10時30分〜11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／７、14、21、28日　　　　　 19時〜19時45分

フリー教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／１、２、22、23、29、30日

10時30分〜11時15分

幼児水泳教室（幼児３〜５歳）

　◇日時／２、23、30日　　　　　 10時30分〜11時15分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う小学生）

　◇日時／１、22、29日　　　　　 10時30分〜11時15分

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／�１、２、５、６、７、12、13、14、19、20、

21、22、23、26、27、28、29、30日

15時〜17時

☎４８３‐２０７２
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information

27

information

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

❑
㈳
北
海
道
環
境
保
全
協
会
釧
路
支
部

　
　

支
部
長　

西　

田　

哲　

己　

様

　

▼
現
金　

３
万
円�

　

�

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
寄
附
。

　
　
（�

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
・
不
法
投
棄

防
止
な
ど
地
球
環
境
を
保
全
す
る

事
業
に
）

❑
摩
周
観
光
交
流
館
直
売
会

　
　

会
長　

高　

橋　

道　

雄　

様

　

▼
現
金　

30
万
円�

　

�

会
の
運
営
に
あ
た
り
町
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
た
め
、観
光
振
興
に

役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
弟
子
屈
ス
キ
ー
協
会

　
　

会
長　

柏　

倉　

三
次
郎　

様

　

▼
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル　

１
台�

　

�

桜
ヶ
丘
歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
の
整

備
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
釧
路
自
動
車
販
売
店
協
会

　
　

会
長　

池　

田　
　

稔　
　

様

　

▼
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ　

10
本�

　


緑
化
事
業
活
動
の
一
環
と
し
て
。

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。納
め忘れのないようにしましょう。
▶町・道民税１期　　　　　　　　 ７月１日㈪
▶国民健康保険税１期　　　　　　７月１日㈪
▶後期高齢者医療保険料１期　　　７月１日㈪
▶介護保険料１期　　　　　　　　７月１日㈪

6月の町税などの納期限

夜間納税窓口開設のお知らせ
　日中、仕事などで役場に来られない方々のため
に、次の日程で『夜間納税窓口』を開設します。ぜ
ひ、ご利用ください。
▶開設日／６月26日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所
　役場庁舎・川湯支所
❑�問い合わせ先
　�役場税務課☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

電
気
料
金
値
上
げ
認
可

申
請
に
ご
意
見
を

　

経
済
産
業
省
で
は
、
北
海
道
電
力

㈱
か
ら
の
電
気
料
金
値
上
げ
申
請
を

審
査
す
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
伺
う
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

公
聴
会
に
参
加
で
き
な
い
方
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て
意

見
な
ど
を
提
出（『
国
民
の
声
』）す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼�
公
聴
会
日
時
／
６
月
20
日
㈭
・
21

日
㈮　

９
時（
※
21
日
は
予
備
日
）

▼�

場
所
／
札
幌
第
１
合
同
庁
舎
２
階 

講
堂

※�

公
聴
会
で
の
意
見
陳
述
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
６
月
５
日
㈬
ま
で
に

意
見
陳
述
届
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼�

国
民
の
声
／
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.m
eti.go.jp/

　

�press/2013/04/20130424002
/20130424002.htm

l

）か
ら
必
要

書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
６
月

20
日
㈭
ま
で
に
郵
送（
〒
１
０
０
‐

８
９
３
１　

経
済
産
業
省
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部

電
力
市
場
整
備
課「
国
民
の
声
」担

当
）、
ま
た
は
メ
ー
ル（denkiryokin

　

�-pubcom
m
e3@

m
eti.go.jp

）で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
経
済
産

業
局 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部 

電
気
・
ガ
ス
事
業
室
☎
０
１
１
‐

７
０
９
‐
２
３
１
１
ま
で
。

堤
防
の
刈
草
を
提
供
し

ま
す

　

釧
路

河
川
事

務
所
で

は
、
釧

路
川
の

堤
防
保

護
と
河

川
環
境

保
全
を

目
的
に

堤
防
除

草
工
事

を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
除
草
工
事
で
発
生

し
た
刈
草
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

再
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

▼
引
き
渡
し
場
所

��

釧
路
市
＝
新
釧
路
川　

鶴
見
橋
～

釧
路
湿
原
大
橋

�

標
茶
町
＝
開
運
橋
〜
と
き
わ
橋

��

弟
子
屈
町
＝
下

別
橋
下
流
、
萬

翠
橋
下
流
、湯
香
里
橋
〜
摩
周
大
橋

な
ど

▼�

引
き
渡
し
時
期
／
６
月
下
旬
～
８

月
下
旬
の
う
ち
１
回
を
予
定

▼�

費
用
／
無
料
。た
だ
し
、河
川
敷
に

置
い
て
あ
る
刈
草
ロ
ー
ル
を
ご
自

身
で
積
み
込
み
、運
搬
で
き
る
方
、

お
よ
び
転
売
目
的
と
し
な
い
方
に

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

注１　※印の団地は、管理費が毎月200〜3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

入居者を募集します町 宅住営

15,100～22,500円Ｓ53 ３ＤＫ １  　59.92㎡（２階）※みはらし台団地（中層耐火４階建）
9,000～13,400円Ｓ52 ３ＤＫ ３  　53.61㎡美留和団地（簡易耐火平屋建）
26,300～39,100円Ｈ13 ３ＬＤＫ １  　78.50㎡（２階）※敷島団地（中層耐火３階建）
26,400～39,300円Ｈ13 ３ＬＤＫ １  　78.80㎡（３階）※敷島団地（中層耐火３階建）

　☆１日／『どうぶつとあっぷっぷ』　ほか２冊
　☆８日／『お兄ちゃんには　はちみつケーキ』　ほか２冊
　☆15日／『バナナじけん』　ほか２冊
　☆22日／『ピヨピヨ　スーパーマーケット』　ほか２冊
　☆29日／『おおきくなりたい　ちびくまくん』　ほか２冊

テーマ 『動物が主役！』

○時間／午後１時〜　　○場所／弟子屈町図書館
おはなしはらっぱは毎週土曜日午後１時！ みんな集まれ！

おはなしはらっぱ ６月

限
り
ま
す
。

▼�

申
し
込
み
締
め
切
り
／
６
月
14
日

㈮
❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
北

海
道
開
発
局
釧
路
開
発
建
設
部
釧

路
河
川
事
務
所
計
画
課
維
持
補
修

係
☎
０
１
５
４

８
４
４
４
ま
で
。

中
小
企
業
大
学
校
で
研

修
を
受
け
ま
せ
ん
か

　

中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校
は
、国
の

中
小
企
業
施
策
に
基
づ
い
て
設
立
さ

れ
た
人
材
育
成
機
関
で
す
。独
立
行
政

法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海

道
本
部
の
管
轄
下
に
あ
り
、北
海
道
の

中
小
企
業
を
人
材
育
成
面
か
ら
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
受
講
し
て
企
業
の
経
営

力
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

▼�

７
月
開
講
／「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
養
成
講
座
」「
製
造
業
の

た
め
の
５
Ｓ
実
践
講
座
」「
や
さ
し

く
学
ぶ
管
理
会
計
実
践
講
座
」「
顧

客
に
選
ば
れ
る
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
戦
略
」「
今
ど
き
の
若
手

社
員
に
効
く
！
ほ
め
方
と
叱
り

方
」「
リ
ス
ク
管
理
強
化
！
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
編
」

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
中
小
企
業
大
学

校
旭
川
校（
受
託
事
業
者　

㈱
東
京

リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
）☎
０
１
６
６


１
２
０
０
、U

R
L http://www.

sm
rj.go.jp/inst/asahikawa/

ま
で
。

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／6月３日㈪〜６月10日㈪（土・日曜日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／６月下旬〜７月上旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額
※�入居要件や入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※�入居しようとする方や同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。 お

わ
び
と
訂
正

　

広
報
て
し
か
が
４
月
号
に
折
り
込
み

の「
平
成
25
年
度
版
て
し
か
が
知
っ
て
得

す
る
便
利
帳
」４
ペ
ー
ジ
、麻
し
ん
・
風
し
ん

予
防
接
種
対
象
②
平
成
25
年
度
就
学
予

定
児
と
あ
る
の
は「
②
平
成
26
年
度
就
学

予
定
児
」の
誤
り
で
し
た
。謹
ん
で
お
わ
び

し
、訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
個
別
に
案
内
し
て

い
ま
す
が
、
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑�

役
場
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　

☎
４
８
２
‐
２
９
３
５（
課
直
通
）

10,800～16,100円Ｓ51 ３ＤＫ ３  　59.99㎡緑団地（簡易耐火２階建）
17,300～25,800円Ｈ３ ２ＤＫ １  　59.99㎡（１階）※緑団地（中層耐火４階建）

「広報てしかが」に広告を載せませんか
　町内に事業所がある業者や、町内で活動している団体な

どを対象に、広報紙への広告掲載を行っています。

▼広告１／縦49㎜×横88㎜＝１回につき3,000円

▼広告２／縦49㎜×横180㎜または縦100㎜×横88㎜

＝１回につき5,000円

❑�申し込み・問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調

整係☎４８２‐２９１３（課直通）まで。
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日 月 火 水 木 金 土

１

２３４５６７８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23
24 25 26 27 28 2930

■問い合わせ先／健 康 健康推進課☎482-2935  町 民 環境生活課☎482-2934  税務 税務課☎482-2914  開 放 おひさま保育園☎482-2444  子 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

 ……記号の見方……
健
 康 ～健診や子育て相
　　 談など

町 民 ～行政相談、人権
　　 相談
開 放 ～保育園開放など
子 育 ～子育て支援セン
　　 ター開放など
税務 ～税の納期など
催 し ～イベント､その他

開 放 保育園開放「遊んＤａ
　ｙ」（おひさま保育園／
　川湯保育園・9:00～）
健
 康 乳児・３歳児健診（福
　祉センター・9:15～）
健
 康 フッ素塗布（奥春別森
　の保育園・9:20～／福
　祉センター・10:00
　～）
健
 康 予防接種「ＢＣＧ（福
　祉センター・14:30
　～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 ９・10カ月相談（福
　祉センター・10:00
  ～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
町 民 行政相談（公民館
　・13:00～）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放日「０～３歳｣
　（川湯駅前交流セ
　ンター・9:30～11
  :30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

主な予定を掲載しています

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

催 し 植樹祭（元・仁多小
　学校分収林・9:30
　～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
催 し 苗木無料配布（川
　湯支所前10:30～
　／役場前・14:00～）
健
 康 マタニティ教室
　（子育て支援セン
　ター・13:30～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放日「０～３歳｣
　（川湯駅前交流セ
　ンター・9:30～11
  :30）
税 務 夜間納税窓口開
　設（役場／川湯支
　所・20:00まで）

子 育 母親講座「手作り
　おもちゃ｣（子育て
　支援センター・
   9:30～11:30）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
   14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

町 民 人権相談（公民館
　／川湯消防会館・
 13:00～）

　
　
　
　
　

  

【
４
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

８
、０
４
１
人　
（　
　
　

 

16
）

　
　
　

男　

３
、８
２
７
人　
（　
　
　

 

10
）

　
　
　

女　

４
、２
１
４
人　
（　
　
　

 

６
）

●
世
帯
数　

３
、９
８
９
世
帯（　
　
　

 

22
）

　

岡
田 

和わ

楓か

子こ

ち
ゃ
ん 
女 

（
雅
）湯
の
島
３

　

高
橋 

零れ

桜お

ち
ゃ
ん 
男 
（
勇
輔
）高
栄
４

　

荒
木　

宏
之
さ
ん（
39
歳
）桜
丘
１

　

大
山　

喜
義
さ
ん（
93
歳
）桜
丘
３

　

佐
藤　

敏
昭
さ
ん（
64
歳
）川
湯
温
泉
４

　

高
石　

年
子
さ
ん（
85
歳
）泉
１

　

武
山　
　

敏
さ
ん（
66
歳
）鈴
蘭
１

　

松
田　

康
久
さ
ん（
63
歳
）中
央
３

　

森
内　

き
ん
さ
ん（
96
歳
）桜
丘
３

▼
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
に
異
動
に
な
り

ま
し
た
渋
田
淳
二
と
申
し
ま
す
。異
動

し
て
初
め
て
の
仕
事
が
、
和
琴
小
学
校

入
学
式
の
取
材
。腕
に
自
信
が
な
い
た

め
、
必
要
以
上
に
写
真
を
撮
っ
て
皆
さ

ま
に
迷
惑
を
か
け
た
の
で
は
と
不
安
に

な
っ
て
い
ま
す
…
。こ
れ
か
ら
広
報
撮

影
隊
と
し
て
皆
さ
ま
の
所
へ
お
邪
魔
す

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
渋
田
）

▼
写
真
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
つ
が
い
で
す
。

町
内
で
巣
作
り
を
し
、
抱
卵
し
て
い
る

と
の
情
報
を
町
民
の
方
か
ら
い
た
だ
い

て
行
っ
て
み
ま
し
た
。弟
子
屈
に
住
ん

で
11
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
巣
や
卵
を
見
た
の

は
初
め
て
。素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る

と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま

し
た
。（
宮
田
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※�お誕生とお悔やみは、4/1～4/30に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ掲
載しています。

松
まつ

田
だ

　実
みの

梨
り

 ちゃん

　冬から春にかけては、空気の乾燥に加
え、枯れ葉や枯れ草が多いことから、野
火・山火事が発生しやすい時期です。
　山火事の原因の多くは、たき火やたば
この投げ捨てなど、人の過失や故意によ
るものです。山林を火災から守るため、
皆さん一人一人が次のことを心がけま
しょう。
　１　入林するときは、森林所有者の許可（同意）を受けましょう。
　２　入林の際には、携帯用灰皿を持つか、禁煙を心がけましょう。
　３　たばこの吸い殻やマッチの投げ捨ては絶対やめましょう。
　４　�屋外で火を使うときは、風の強い日を避け、火のそばに水や

消火器などを用意し、必ず監視する人を置いて消火を確認し
ましょう。

野火・山火事に注意！！

東
ひがし

　翔
しょう

斗
と

 ちゃん

平
ひら

野
の

　鈴
りん

華
か

 ちゃん 和
わ

田
だ

　悠
はる

輝
き

 ちゃん

住宅用火災警報器の
電池切れにご注意！

　住宅用火災警報器には、電池が切れそう
になったときや異常があるときに、音や光
で知らせてくれる機能があります。
　電池寿命は、メーカーや機種によって異
なりますが約10年といわれています。１カ
月に一度の定期的な点検を行いましょう。
　「よく分からない」「自分では電池交換でき
ない」などといった場合は、
住宅用火災警報器の購入
店や消防にお問い合わせ
ください。


